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一　

は
じ
め
に

㈠　

日
仏
に
お
け
る
裁
判
制
度
の
多
元
性
・
多
様
性

　

裁
判
所
が
担
う
国
家
作
用
で
あ
る
司
法
権
は
、
そ
の
内
容
が
「
歴
史
的
に
可（
1
）変」

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
現
代
社
会
に
お
い
て
、
当

事
者
間
の
具
体
的
な
権
利
義
務
や
法
律
関
係
に
関
す
る
争
い
や
そ
れ
ら
に
関
す
る
裁
判
は
多
種
多
様
で
あ
り
、
そ
の
紛
争
の
性
格
に
応
じ

て
特
別
な
裁
判
制
度
や
手
続
を
設
け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

わ
が
国
に
目
を
向
け
る
と
、
例
え
ば
、
改
正
前
の
独
占
禁
止
法
で
は
、
事
件
の
専
門
技
術
性
の
観
点
か
ら
公
正
取
引
委
員
会
の
審
決
に

検
察
的
役
割
と
第
一
審
裁
判
所
的
役
割
を
も
た
せ
、
審
決
に
係
る
抗
告
訴
訟
の
第
一
審
裁
判
権
が
東
京
高
等
裁
判
所
に
属
す
る
規
定
を
設

け
て
い
た
（
旧
八
五
条
一（
2
）号）。
ま
た
、
近
年
の
司
法
制
度
改
革
に
て
導
入
さ
れ
た
裁
判
員
裁
判
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。「
裁
判
員

の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
二
条
が
定
め
る
、
死
刑
又
は
無
期
の
懲
役
・
禁
固
に
あ
た
る
事
件
（
一
号
）
ま
た
は
、
法
定
合

議
事
件
の
う
ち
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
被
害
者
を
死
亡
さ
せ
た
事
件
（
二
号
）
で
あ
る
裁
判
員
裁
判
対
象
事
件
（
具
体
的
に
は
殺
人
罪
、

強
盗
致
死
罪
、
現
住
建
造
物
等
放
火
罪
な
ど
）
に
お
い
て
、
国
民
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
裁
判
員
が
事
実
認
定
・
法
令
の
適
用
・
刑
の
量
定
に

関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
同
法
六
条
）。
な
お
、
裁
判
員
が
参
加
す
る
と
い
う
点
で
裁
判
員
制
度
が
裁
判
所
や
刑
事
裁
判
に
関
す
る
憲

法
上
の
要
請
（
三
一
条
、
三
二
条
、
三
七
条
一
項
、
七
六
条
、
八
〇
条
一
項
）
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
か
が
争
わ
れ
た
が
、
最
高
裁
大
法
廷

判
決
は
合
憲
と
結
論
付
け
て
い（
3
）る。
最
高
裁
は
、
憲
法
八
〇
条
一
項
が
、
国
民
の
司
法
参
加
を
禁
じ
て
い
な
い
と
い
う
前
提
の
も
と
、

「
裁
判
員
裁
判
対
象
事
件
を
取
り
扱
う
裁
判
体
は
、
身
分
保
障
の
下
、
独
立
し
て
職
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
た
裁
判
官
と
、
公

平
性
、
中
立
性
を
確
保
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
手
続
の
下
に
選
任
さ
れ
た
裁
判
員
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
」、
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「
裁
判
員
制
度
の
仕
組
み
を
考
慮
す
れ
ば
、
公
平
な
「
裁
判
所
」
に
お
け
る
法
と
証
拠
に
基
づ
く
適
正
な
裁
判
が
行
わ
れ
る
こ
と
（
憲
法

三
一
条
、
三
二
条
、
三
七
条
一
項
）
は
制
度
的
に
十
分
保
障
さ
れ
て
い
る
上
、
裁
判
官
は
刑
事
裁
判
の
基
本
的
な
担
い
手
と
さ
れ
て
い
る
も

の
と
認
め
ら
れ
、
憲
法
が
定
め
る
刑
事
裁
判
の
諸
原
則
を
確
保
す
る
上
で
の
支
障
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
上
で
合
憲
と

し
た
。
こ
れ
ら
の
例
の
よ
う
に
、
憲
法
上
定
め
ら
れ
た
諸
原
則
と
調
和
さ
せ
つ
つ
、
一
定
の
目
的
で
特
別
な
裁
判
手
続

0

0

0

0

0

0

0

を
設
け
る
こ
と
が

日
本
国
憲
法
下
で
も
な
さ
れ
て
い
る
（
傍
点
強
調
筆
者
、
以
下
同
）。

　

他
方
で
、
日
本
国
憲
法
が
憲
法
七
六
条
二
項
に
お
い
て
明
確
に
拒
絶
し
て
い
る
の
は
、
特
別
裁
判
所
の
設
置

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ（
4
）る。
こ
こ
に
お
い
て

想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
例
え
ば
戦
前
の
軍
法
会
議
や
皇
室
裁
判
所
な
ど
、
通
常
裁
判
所
の
組
織
系
列
か
ら
独
立
し
た
裁
判
機
関
で
あ
り
、

ま
た
同
項
後
段
で
は
終
審
裁
判
所
と
し
て
の
行
政
機
関
を
禁
止
し
て
い（
5
）る。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
国
憲
法
の
下
で
は
最
高
裁
判
所
を
頂
点

と
す
る
裁
判
系
統
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
裁
判
制
度
の
多
元
性
は
想
定
し
難
い
の
で
あ
る
。

　

国
外
に
目
を
向
け
る
と
、
日
本
と
は
対
照
的
に
裁
判
制
度
の
多
元
性
を
認
め
て
い
る
国
が
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。

の
ち
に
触
れ
る
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
憲
法
三
四
条
は
裁
判
制
度
の
創
設
を
立
法
者
の
権
限
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
第
五
共
和

制
憲
法
中
に
裁
判
秩
序
に
つ
い
て
の
憲
法
上
の
規
律
や
制
約
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
六
四
条
一
項
に
よ
っ
て
、
共
和
国
大
統
領
が
司
法

の
独
立
の
保
障
者
と
し
な
が
ら
、
身
分
保
障
の
大
部
分
に
つ
い
て
も
同
条
三
項
に
よ
っ
て
組
織
法
律
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

憲
法
規
律
の
不
在
に
つ
い
て
は
、
第
五
共
和
制
憲
法
以
前
か
ら
存
在
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
制
度
の
大
き
な
特
徴
を
な
す
二
元
的
な
裁
判

体
系
の
一
翼
を
担
う
行
政
裁
判
系
統
の
最
上
級
審
た
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
（Conseil d

’Ét （
6
）

at

）
の
設
置
の
根
拠
法
規
が
第
五
共
和
制
憲

法
中
に
置
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
司
法
裁
判
所
系
統
と
行
政
裁
判
所
系
統
と
の
裁
判
体
系
の
二
元
性
を
前
提

と
し
つ
つ
、
第
一
審
裁
判
所
と
し
て
、
商
事
裁
判
所
、
労
働
審
判
所
、
社
会
保
障
事
件
裁
判
所
、
農
事
賃
貸
借
同
数
裁
判
所
、
少
年
裁
判

所
、
海
事
裁
判
所
、
未
成
年
者
重
罪
院
、
軍
事
地
方
裁
判
所
な
ど
が
置
か
れ
て
お
り
、
日
本
に
比
し
て
多
様
な
裁
判
制
度
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
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法
律
上
認
め
ら
れ
た
裁
判
機
関
の
み
な
ら
ず
、
憲
法
上
認
め
ら
れ
た
裁
判
機
関
が
存
在
す
る
の
も
フ
ラ
ン
ス
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
代

表
例
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
法
律
の
憲
法
適
合
性
審
査
等
様
々
な
権
限
を
担
う
憲
法
院
（Le Conseil constitutionnel

、
五
六
〜
六
三

条
）
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
制
度
は
、
二
元
的
な
裁
判
秩
序
と
、
法
律
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
多
様
な
裁
判
制
度
、
そ
し
て

憲
法
上
認
め
ら
れ
た
裁
判
機
関
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

㈡　

裁
判
の
多
様
性
の
な
か
の
政
治
司
法

　

こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
多
元
的
で
多
様
な
裁
判
制
度
の
な
か
で
、
筆
者
が
特
に
関
心
を
も
つ
の
は
、
伝
統
的
に
政
治
司
法

（justice politique

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
裁
判
制
度
で
あ
る
。
そ
の
代
表
例
が
高
等
法
院
と
い
う
制
度
で
あ
っ
た
。
高
等
法
院
は
共
和
国
大

統
領
、
閣
僚
、
政
府
構
成
員
な
ど
の
政
治
的
指
導
者
の
刑
事
責
任
に
つ
い
て
の
人
的
管
轄
と
、
国
家
安
全
に
対
す
る
罪
と
い
う
事
物
管
轄

に
つ
い
て
の
特
権
的
管
轄
を
有
す
る
と
い
う
特
徴
を
も
っ
た
裁
判
機
関
で
あ
り
、
権
限
や
構
成
が
一
定
不
変
で
は
な
い
が
伝
統
的
に
フ
ラ

ン
ス
の
憲
法
典
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
て
き（
7
）た。

制
定
当
初
の
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
憲
法
で
も
司
法
高
等
法
院
と
い
う
名
で
そ
れ
ら
の
裁

判
管
轄
を
担
う
制
度
が
認
め
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
政
治
司
法
は
歴
史
的
に
そ
の
目
的
を
君
主
の
主
観
的
な
レ
ゾ
ン
・
デ
タ
（raison d

’État

）
や
国
家
利
益
の
保
護
と
す

る
も
の
か
ら
、
近
代
に
お
い
て
統
治
制
度
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
現
代
で
は
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想
の
下
で
脱
政
治
化
や

法
化
の
途
を
辿
っ
て
い（
8
）る。

現
行
の
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
憲
法
で
は
、
司
法
高
等
法
院
の
管
轄
が
、
共
和
国
大
統
領
の
罷
免
手
続
の
た

め
に
国
会
が
構
成
す
る
高
等
法
院
（La H

aute Cour

、
六
八（
9
）条）、
議
員
選
出
裁
判
官
と
破
毀
院
裁
判
官
の
合
議
に
よ
っ
て
政
府
構
成
員
の

刑
事
責
任
を
追
及
す
る
共
和
国
法
院
（Cour de justice de la république

、
六
八
条
の
一
〜
三
）
と
し
て
再
構
成
さ
れ
、
国
家
安
全
に
対
す

る
罪
に
つ
い
て
は
憲
法
上
の
規
律
か
ら
排
除
さ
れ
た
。
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㈢　

本
稿
の
目
的

　

以
上
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
の
多
様
性
に
お
け
る
政
治
司
法
を
、
本
稿
で
は
そ
の
例
外
裁
判
所
的
側
面
や
特
別
裁
判
手
続
に
着
目

す
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
裁
判
制
度
や
特
別
手
続
を
正
当
化
し
、
ま
た
は
制
約
す
る
法
理
論
を
観
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
と
り

わ
け
、
本
稿
で
主
に
扱
う
の
は
政
治
司
法
の
う
ち
の
国
家
安
全
に
対
す
る
侵
害
を
管
轄
す
る
裁
判
機
関
や
そ
れ
に
類
似
し
た
テ
ロ
対
策
と

し
て
の
裁
判
機
関
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
に
お
い
て
、
例
外
裁
判
所
の
創
設
か
ら
普
通
法
裁
判
所
へ
の
吸
収
と

特
別
裁
判
手
続
の
制
定
と
い
う
「
政
治
司
法
の
脱
政
治
化
」
傾
向
が
、
閣
僚
や
政
府
構
成
員
に
対
す
る
人
的
管
轄
の
政
治
司
法
よ
り
も
国

家
安
全
に
対
す
る
事
物
管
轄
と
し
て
の
政
治
司
法
に
お
い
て
如
実
に
現
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
）
10
（

る
。
具
体
的
に
は
、
二
に
お
い
て
、
第
五
共

和
制
に
お
け
る
例
外
裁
判
所
の
創
設
と
そ
の
統
制
に
つ
い
て
、
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
大
統
領
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
へ
の
対
応
と
し

て
創
設
し
た
一
連
の
例
外
裁
判
所
を
扱
い
、
例
外
裁
判
所
の
正
当
化
理
論
と
し
て
の
例
外
状
況
の
理
論
お
よ
び
そ
の
限
界
を
検
討
す
る
。

そ
し
て
、
三
で
は
、
ド
・
ゴ
ー
ル
政
権
の
後
、
国
家
安
全
に
対
す
る
罪
の
裁
判
権
限
を
普
通
法
裁
判
所
系
統
に
従
属
さ
せ
な
が
ら
、
法
律

に
よ
っ
て
普
通
法
の
適
用
除
外
と
い
う
べ
き
特
別
裁
判
手
続
を
設
け
る
こ
と
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
憲
法
的
統
制
が
可
能
で
あ
る
か
、

特
に
「
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
」
の
問
題
を
取
り
扱
う
。

二　

例
外
裁
判
所
の
創
設
と
例
外
状
況
の
理
論

㈠　

フ
ラ
ン
ス
の
例
外
裁
判
所
概
念

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る« juridiction d

’exception »

に
つ
い
て
、
日
本
で
出
版
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
法
律
用
語
の
辞
典
を
参
照
す
る
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と
、「
例
外
裁
判
機
関
」
や
「
例
外
裁
判
所
」
と
訳
さ
れ
て
お
り
、「
法
の
明
文
の
規
定
に
よ
っ
て
管
轄
が
特
定
さ
れ
た
事
件
の
み
に
つ
い

て
審
理
し
う
る
裁
判
機
）
11
（

関
」
と
い
う
定
義
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
同
義
語
は« juridiction spécialisée »

で
あ
り
、
対
義
語
は 

« juridiction de droit com
m
un »

（
普
通
法
裁
判
所
）
で
あ
る
。
こ
の
例
外
裁
判
所
の
例
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
小
審
裁
判
所
、
商

事
裁
判
所
、
労
働
裁
判
所
で
あ
る
。

　

次
に
、
滝
沢
）
12
（

正
は
、
特
別
裁
判
所
を
日
本
国
憲
法
七
六
条
二
項
に
引
き
つ
け
つ
つ
、
そ
れ
を
司
法
裁
判
所
に
も
行
政
裁
判
所
に
も
属
せ

ず
、
憲
法
典
が
そ
の
設
置
を
認
め
て
い
る
裁
判
所
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
て
い
る
。
他
方
で
例
外
裁
判
所
と
い
う
表
現
は
司
法
裁
判
所

と
行
政
裁
判
所
の
系
統
に
属
し
つ
つ
、
管
轄
事
項
に
よ
り
分
岐
し
、
法
令
に
よ
り
特
別
に
認
め
ら
れ
た
管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
に
用
い

て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
二
つ
の
裁
判
系
統
は
、【
第
一
審
裁
判
所
↓
控
訴
院
↓
破
毀
院
】
と
い
う
司
法
裁
判
所
系
統
と
【
行
政
地
方
裁
判

所
↓
行
政
控
訴
院
↓
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
（
国
務
院
）】
と
い
う
行
政
裁
判
所
系
統
が
あ
る
。
司
法
裁
判
所
系
統
の
第
一
審
裁
判
所
に
、

民
事
上
の
例
外
裁
判
所
、
す
な
わ
ち
、
商
事
裁
判
所
、
労
働
審
判
所
、
社
会
保
障
事
件
裁
判
所
、
農
事
賃
貸
借
同
数
裁
判
所
と
、
刑
事
上

の
例
外
裁
判
所
、
す
な
わ
ち
、
少
年
裁
判
所
、
海
事
裁
判
所
、
未
成
年
者
重
罪
院
、
軍
事
地
方
裁
判
所
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
行
政
裁
判

所
に
お
け
る
例
外
裁
判
所
は
会
計
院
が
そ
の
例
で
あ
る
が
、
上
告
審
で
あ
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
も
デ
ク
レ
取
消
訴
訟
の
第
一
審
と
し
て

機
能
す
る
こ
と
か
ら
例
外
裁
判
所
と
し
て
の
性
質
を
も
）
13
（

つ
。
こ
れ
ら
の
裁
判
所
は
、
特
命
裁
判
所
（juridiction d

’attribution

）
や
専
門
裁

判
所
（juridiction spécialisée

）
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
例
外
裁
判
所
は
終
局
的
に
は
各
系
統
の
裁
判
所
の
統
制
に
服
す
る
こ

と
に
な
る
。
例
外
裁
判
所
以
外
の
部
分
は
一
般
的
な
管
轄
権
を
有
す
る
通
常
裁
判
所
（juridiction ordinaire

）
や
普
通
法
裁
判
所

（juridiction de droit com
m
un

）
と
呼
称
し
て
い
る
。
さ
ら
に
滝
沢
は
、「
特
別
裁
判
所
」
を
「
司
法
裁
判
所
に
も
行
政
裁
判
所
に
も
属
し

な
い
特
別
な
裁
判
所
」
と
い
う
定
義
で
用
い
て
お
り
、
憲
法
上
の
裁
判
機
関
と
し
て
、
憲
法
院
、
高
等
法
院
、
共
和
国
法
院
が
あ
り
、
黙

示
的
な
裁
判
機
関
と
し
て
権
限
裁
判
所
を
指
摘
す
る
。

　

邦
語
文
献
で
は
以
上
の
よ
う
な
定
義
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
文
献
で
は
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
分
類
を
し
て
い
る
わ
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け
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
・
コ
ダ
シ
オ
ニ
は
、「
例
外
裁
判
は
様
々
な
形
態
を
持
つ
け
れ
ど
も
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
例
外
裁
判

は
原
則
と
し
て
、『
公
共
の
敵ennem

is publics

』
の
鎮
圧
に
特
化
し
た
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
の
裁
判
機
関
に
具
体
化
さ
れ
）
14
（

る
」
と
し
て
、

そ
の
カ
テ
ゴ
リ
を
①
公
権
力
行
使
等
公
務
員
を
対
象
と
す
る
も
の
（
例
：
一
九
五
八
年
憲
法
の
司
法
高
等
法
院
）
や
、
②
危
機
的
状
況
に
て

特
定
の
政
治
的
刑
事
的
な
標
的
を
剔
出
す
る
た
め
に
政
府
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
る
一
時
的
な
例
外
裁
判
所
（
例
：
司
法
軍
事
法
院
）
と
し

て
い
る
。
②
の
例
外
裁
判
所
は
、
ド
イ
ツ
を
比
較
対
象
と
し
て
河
原
畯
一
郎
が
指
摘
し
た
例
外
裁
判
所
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
ろ
）
15
（

う
。

　

し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
制
度
に
お
け
る
例
外
裁
判
所
は
、
広
義
と
し
て
通
常
裁
判
所
や
普
通
法
裁
判
所
以
外
の
裁
判
所
で
あ

り
、
そ
れ
に
狭
義
の
例
外
裁
判
所
、
す
な
わ
ち
、
個
々
の
特
定
の
事
件
又
は
そ
の
多
数
を
裁
判
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
る
裁
判
所
と
、
専

門
裁
判
所
が
含
ま
れ
る
と
い
う
整
理
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

㈡　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
例
外
裁
判
所
の
創
設

1　

第
五
共
和
制
憲
法
上
の
法
的
根
拠

　

フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
憲
法
は
裁
判
制
度
を
創
設
す
る
手
段
が
複
数
存
在
し
て
お
り
、
は
じ
め
に
そ
れ
ら
の
憲
法
上
の
制
度
を
概
観
す

る
。

　

第
一
に
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
憲
法
三
四
条
が
定
め
る
法
律
事
項
の
一
つ
に
、「
重
罪
お
よ
び
軽
罪
の
決
定
、
な
ら
び
に
そ
れ
ら
に

適
用
さ
れ
る
刑
罰
。
刑
事
訴
訟
手
続
。
大
赦
、
新
た
な
裁
判
制
度
の
創
設

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

お
よ
び
司
法
官
の
身
分
」
が
あ
り
、
立
法
者
の
権
限
で
法
律
に

よ
り
裁
判
制
度
を
定
め
る
方
法
が
存
在
す
る
。
な
お
、
三
四
条
所
定
の
法
律
事
項
以
外
は
命
令
事
項
と
な
る
が
、
法
律
事
項
と
さ
れ
て
い

る
事
項
で
あ
っ
て
も
、
一
定
期
間
に
限
り
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
で
規
律
で
き
る
（
三
八
条
一
項
）。
但
し
、
同
条
二
項
に
よ
る
国
会
の
追
認
が
な

い
限
り
失
効
す
る
。

　

第
二
に
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
法
律
に
よ
る
方
法
で
あ
る
。
現
行
規
定
で
は
「
公
権
力
の
組
織
に
関
す
る
法
律
案
、
国
の
経
済
・
社
会
、
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ま
た
は
環
境
政
策
お
よ
び
そ
れ
に
か
か
わ
る
公
役
務
を
め
ぐ
る
諸
改
革
に
関
す
る
法
律
案
、
あ
る
い
は
憲
法
に
は
違
反
し
な
い
が
諸
制
度

の
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
条
約
の
批
准
の
承
認
を
目
的
と
す
る
法
律
案
」
に
つ
い
て
、
共
和
国
大
統
領
は
「
会
期
中
の
政
府
の

提
案
ま
た
は
両
議
院
の
共
同
の
提
案
に
基
づ
き
」、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
一
条
一
項
）。
ま
た
、
二
〇
〇
八
年

改
正
に
よ
り
、
選
挙
人
の
一
〇
分
の
一
の
支
持
を
得
て
国
会
議
員
の
五
分
の
一
の
発
案
が
可
能
と
な
っ
た
（
同
三
条
）。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
法
律
に
よ
っ
て
裁
判
制
度
を
設
け
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
共
和
国
大
統
領
に
認
め
ら
れ
た
非
常
事
態
権
限
（pouvoirs exceptionnels

）
に
基
づ
く
方
法
で
あ
る
。
憲
法
一
六
条
は
、

「
共
和
国
の
制
度
、
国
の
独
立
、
領
土
の
一
体
性
あ
る
い
は
国
際
協
約
の
履
行
が
重
大
か
つ
直
接
に
脅
か
さ
れ
、
か
つ
、
憲
法
上
の
公
権

力
の
適
正
な
運
営
が
中
断
さ
れ
る
と
き
は
、
共
和
国
大
統
領
は
、
首
相
、
両
院
議
長
、
な
ら
び
に
憲
法
院
に
公
式
に
諮
問
し
た
の
ち
に
、

状
況
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
と
る
」
と
、
共
和
国
大
統
領
に
非
常
事
態
権
限
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
「
状
況
に
よ
り
必
要
な
措
置
」
と
し

て
の
裁
判
所
の
創
設
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
と
、
区
別
す
べ
き
も
の
に
戒
厳
（état de siè

）
16
（ge

）
の
制
度
が
あ
る
。
憲
法
三
六
条
は
、「
戒

厳
は
閣
議
に
よ
り
発
令
さ
れ
る
」（
一
項
）、「
一
二
日
を
超
え
る
戒
厳
の
延
長
は
、
国
会
に
よ
ら
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
」（
二
項
）
と

あ
る
よ
う
に
、
戒
厳
の
発
令
は
政
府
の
権
限
の
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
戒
厳
の
具
体
的
規
定
は
、
国
防
法
）
17
（
典
（Code de la défense

）
の

第
二
部
国
防
法
制
、
第
一
編
例
外
的
適
用
に
関
す
る
制
度
、
第
一
章
戒
厳
（L.  2121 -1

〜2121 -8

）
が
該
当
す
る
。
そ
の
う
ち
、

L.  2121 -3

が
軍
事
裁
判
権
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、「
国
外
の
戦
争
か
ら
生
じ
る
切
迫
し
た
危
機
の
場
合
に
戒
厳
を
下
し
た
領
域
に
お

け
る
」
管
轄
権
を
定
め
て
い
）
18
（

る
。
こ
の
憲
法
一
六
条
の
起
源
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ア
モ
ン
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ト
ロ
ペ
ー
ル
の
概
説

書
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
〇
年
の
ド
イ
ツ
侵
攻
を
受
け
た
当
時
の
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ル
ブ
ラ
ン
大
統
領
、
ポ
ー
ル
・
レ
ノ
ー
首
相
の
政
権
が
、

一
時
は
閣
僚
や
議
員
を
連
れ
て
ロ
ン
ド
ン
ま
た
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
後
退
し
な
が
ら
抗
戦
を
継
続
し
よ
う
と
し
た
が
、
第
三
共
和
制
憲
法

が
必
要
な
権
限
を
大
統
領
に
与
え
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
断
念
し
、
他
方
で
後
の
第
五
共
和
制
初
代
大
統
領
で
あ
る
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・

ゴ
ー
ル
が
ロ
ン
ド
ン
で
自
由
フ
ラ
ン
ス
政
府
を
樹
立
し
な
が
ら
も
、
外
国
政
府
や
フ
ラ
ン
ス
人
世
論
に
よ
っ
て
そ
の
正
統
性
を
認
め
る
こ
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と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
考
え
が
一
六
条
を
導
い
て
い
る
と
い
）
19
（
う
。

　

以
上
の
憲
法
上
の
手
段
の
う
ち
、
第
二
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
法
律
に
よ
る
方
法
、
第
三
の
非
常
事
態
権
限
に
よ
る
方
法
は
共
和
国
大
統

領
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
認
め
て
い
る
点
か
ら
、
以
下
で
み
る
よ
う
に
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
の
対
応
の
た
め
に
第
五
共
和
制
憲
法
下
で

創
設
さ
れ
た
狭
義
の
例
外
裁
判
所
を
創
設
す
る
根
拠
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

2　

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
と
第
五
共
和
制
憲
法

　

第
五
共
和
制
憲
法
の
軌
跡
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
）
20
（

争
な
し
に
語
り
得
な
い
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
時
期
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
の
時
期
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
含
む
一
九
三
四
〜
五
四
年
に
か
け
て
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の

一
部
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
主
義
に
対
す
る
一
連
の
反
乱
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
主
に
一
九
五
四
年
四
月
に
「
統
一
と
行
動
の
た
め

の
革
命
委
員
会
（
Ｃ
Ｒ
Ｕ
Ａ
）」
の
宣
伝
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
民
族
解
放
戦
線
（
Ｆ
Ｌ
Ｎ
）
と
そ
の
軍
事
部
門
と
し
て
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
国

民
解
放
軍
（
Ａ
Ｌ
Ｎ
）
へ
の
対
応
が
問
題
と
な
っ
た
。
一
九
五
五
年
の
緊
急
事
態
法
の
制
定
に
よ
る
弾
圧
政
策
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
と
急

進
社
会
党
の
共
和
戦
線
に
よ
る
宥
和
政
策
と
二
転
三
転
し
て
お
り
、
政
権
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
平
和
を
求
め
る
共
産
党
系
と
、
あ
く
ま
で

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
フ
ラ
ン
ス
領
と
し
て
維
持
し
よ
う
と
「
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
堅
持
し
た
支
持
者
（
軍
部
）

と
の
板
挟
み
の
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
の
虐
殺
事
件
等
に
よ
り
、「
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
」
原
則
に
反
対

す
る
世
論
が
強
く
な
っ
た
こ
と
で
、
一
九
五
八
年
五
月
八
日
に
成
立
し
た
ピ
エ
ー
ル
・
フ
リ
ム
ラ
ン
内
閣
は
Ｆ
Ｌ
Ｎ
と
の
停
戦
交
渉
を
目

指
し
た
が
、
こ
れ
に
反
発
し
た
駐
留
軍
の
マ
シ
ュ
ー
将
軍
が
非
合
法
の
「
公
安
委
員
会
」
を
設
置
し
、
二
つ
の
勢
力
の
対
立
が
先
鋭
化
し

た
。
そ
の
仲
裁
者
と
し
て
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
将
軍
が
登
場
し
て
首
相
に
就
任
し
、
同
年
九
月
二
八
日
に
フ
ラ
ン
ス
の
新
憲
法
に
対

す
る
国
民
投
票
が
行
わ
れ
、
第
五
共
和
制
が
成
立
し
た
。
以
上
の
第
一
の
時
期
は
第
五
共
和
制
憲
法
の
誕
生
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
な
点

で
あ
る
。
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本
稿
の
例
外
裁
判
所
と
い
う
問
題
か
ら
重
要
な
の
は
む
し
ろ
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
の
第
二
の
時
期
、
す
な
わ
ち
、
ド
・
ゴ
ー
ル
の
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
政
策
と
秘
密
武
装
組
織
（l

’Organisation arm
ée secrète

、
Ｏ
Ａ
Ｓ
）
へ
の
対
応
で
あ
る
。
当
初
曖
昧
で
あ
っ
た
ド
・
ゴ
ー
ル
の

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
対
す
る
態
度
が
、
第
四
共
和
制
の
政
府
に
よ
る
政
策
と
同
様
に
対
応
す
る
段
階
か
ら
、「
自
己
決
定
原
則
」
を
掲
げ
て

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
「
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
」
の
維
持
、
離
脱
、
提
携
の
い
ず
れ
か
を
決
定
さ
せ
る
と
い
う
態
度
を
表
明
し
た
段
階
、

さ
ら
に
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立
を
公
式
に
表
明
し
国
民
投
票
を
実
施
し
た
段
階
へ
と
推
移
し
て
い
っ
た
。
他
方
で
、
先
に
言
及
し
た
「
フ

ラ
ン
ス
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
」
の
支
持
者
で
あ
る
軍
人
や
民
間
人
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立
を
阻
止
す
る
た
め
、
一
九
六
一
年
二
月
に
マ
ド

リ
ー
ド
に
お
い
て
Ｏ
Ａ
Ｓ
を
設
立
し
、
四
月
二
一
日
か
ら
二
二
日
に
か
け
て
ア
ル
ジ
ェ
を
占
領
し
、
ガ
ン
ビ
エ
総
司
令
官
と
ジ
ャ
ン
・
モ

ラ
ン
全
権
委
任
代
表
、
ロ
ベ
ー
ル
・
ブ
ロ
ン
大
臣
を
捕
ら
え
る
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
た
（
ア
ル
ジ
ェ
一
揆
）。
そ
こ
で
、
ド
・
ゴ
ー

ル
は
憲
法
一
六
条
の
非
常
事
態
に
お
け
る
権
限
行
使
に
訴
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
激
化
す
る
Ｏ
Ａ
Ｓ
へ
の
対
応
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
の
段
階
で
生
じ
た
Ｆ
Ｌ
Ｎ
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
た
「
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
」
支
持
者
へ
の
措
置
が

問
題
と
な
り
、
そ
こ
で
本
稿
の
検
討
す
る
例
外
裁
判
所
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

3　

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
と
例
外
裁
判
所
の
設
置

　

⑴　

軍
事
高
等
裁
判
所
と
軍
事
裁
判
所

　

ド
・
ゴ
ー
ル
が
行
っ
た
対
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
の
措
置
の
な
か
に
、
一
連
の
例
外
裁
判
所
の
設
立
が
あ
る
。「
ア
ル
ジ
ェ
一
揆
」
の
対

応
の
た
め
に
一
六
条
の
非
常
事
態
権
限
を
獲
得
し
た
ド
・
ゴ
ー
ル
は
、
ま
ず
、「
必
要
な
措
置
」
と
し
て
次
の
二
つ
の
例
外
裁
判
所
を
設

置
し
た
。
一
つ
は
一
九
六
一
年
四
月
二
七
日
決
）
21
（
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
軍
事
高
等
裁
判
所
（le H

aut Tribunal m
ilitaire

）
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
一
九
六
一
年
五
月
三
日
決
）
22
（

定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
軍
事
裁
判
所
（le Tribunal m

ilitaire

）
で
あ
る
。
前
者
の
軍
事
高
等
裁
判
所
の

構
成
員
は
、
破
毀
院
議
長
ま
た
は
裁
判
官
一
名
、
レ
ジ
オ
ン
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
局
総
裁
、
リ
ベ
ラ
シ
オ
ン
勲
章
局
総
裁
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
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タ
評
定
官
一
名
、
控
訴
院
院
長
ま
た
は
パ
リ
控
訴
院
裁
判
長
か
ら
二
名
、
将
官
三
名
で
あ
り
（
四
月
二
七
日
決
定
二
条
）、
職
業
裁
判
官
が

含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
判
決
に
対
す
る
上
訴
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
（
同
八
条
）。
後
者
の
軍
事
裁
判
所
も
職
業
裁
判
官
が
含
ま
れ
、

破
毀
院
裁
判
官
を
長
官
と
し
、
デ
ク
レ
に
よ
り
定
め
た
部
（cham

bre

）
に
分
割
し
、
各
部
は
破
毀
院
裁
判
官
か
控
訴
院
裁
判
長
が
裁
判

長
と
し
て
、
行
政
ま
た
は
司
法
裁
判
官
一
名
と
三
名
の
将
官
ま
た
は
佐
官
で
構
成
さ
れ
る
（
五
月
三
日
決
定
二
条
）。
判
決
の
不
服
申
立
て

は
刑
事
訴
訟
法
の
要
件
で
認
め
ら
れ
る
が
、
上
訴
は
軍
事
裁
判
所
の
他
の
部
に
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
同
一
二
条
）。
こ
の

軍
事
裁
判
所
は
、
一
五
世
紀
か
ら
創
設
さ
れ
て
き
た
軍
事
裁
判
所
（
軍
法
会
議
）
と
区
別
し
て
、
特
別
軍
事
裁
判
所
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

両
者
の
管
轄
権
の
違
い
は
、
被
告
人
の
軍
に
お
け
る
序
列
や
、
ア
ル
ジ
ェ
一
揆
に
お
け
る
責
任
に
応
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
将

校
に
相
当
す
る
地
位
の
者
は
軍
事
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
、
そ
れ
以
外
の
者
が
特
別
軍
事
裁
判
所
に
お
い
て
裁
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
軍
事
高
等
裁
判
所
は
ド
・
ゴ
ー
ル
が
期
待
し
て
い
な
い
判
決
を
も
た
ら
し
た
。
軍
事
高
等
裁
判
所
は
各
将
校
に

は
厳
罰
を
、
エ
ド
モ
ン
・
ジ
ュ
オ
ー
大
将
に
は
死
刑
を
宣
告
し
た
が
、
ラ
ウ
ル
・
サ
ラ
ン
将
軍
に
つ
い
て
は
、
軽
減
情
状
を
認
め
て
終
身

禁
固
刑
を
科
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
サ
ラ
ン
へ
の
判
決
に
よ
っ
て
、
軍
事
高
等
裁
判
所
が
「
裁
判
官
は
政
府
に
よ
り
指
名
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
、
常
に
評
決
時
の
自
律
性
を
守
っ
て
お
り
、
裁
判
官
た
ち
は
、
中
央
政
府
に
よ
っ
て
過
剰
に
提
起
さ
れ
た
政
治
訴
追
の
場
合
に
、

多
く
の
場
合
は
増
大
す
る
訴
追
へ
の
抑
制
装
置
と
な
っ
て
い
）
23
（

た
」。
裁
判
所
が
ド
・
ゴ
ー
ル
か
ら
自
律
し
た
裁
判
を
行
う
こ
と
は
Ｏ
Ａ
Ｓ

の
処
刑
と
い
う
ド
・
ゴ
ー
ル
の
期
待
を
裏
切
る
も
の
で
あ
り
、
か
よ
う
な
裁
判
所
の
廃
止
に
至
っ
た
。

　

⑵　

司
法
軍
事
法
院
の
設
立

　

Ｏ
Ａ
Ｓ
の
テ
ロ
が
過
激
化
し
て
い
く
な
か
で
、
一
九
六
一
年
一
月
一
四
日
に
実
施
さ
れ
た
国
民
投
）
24
（

票
に
後
押
し
さ
れ
た
ド
・
ゴ
ー
ル
は

Ｆ
Ｌ
Ｎ
と
の
交
渉
の
再
開
を
決
定
し
、
同
年
五
月
二
〇
日
か
ら
エ
ヴ
ィ
ア
ン
に
て
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。
交
渉
は
難
航
し
た
が
一
九
六
二

年
三
月
一
八
日
に
停
戦
協
定
（
エ
ヴ
ィ
ア
ン
協
定
）
を
締
結
し
た
。
協
定
に
付
随
し
て
表
明
さ
れ
た
一
九
六
二
年
三
月
一
九
日
の
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
に
関
す
る
政
府
の
諸
宣
言
で
は
、
停
戦
前
の
政
治
的
事
件
と
そ
の
関
連
す
る
行
為
へ
の
恩
赦
や
、
自
決
前
に
表
明
さ
れ
た
す
べ
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て
の
意
見
に
対
す
る
免
責
を
保
障
し
）
25
（
た
。
四
月
八
日
、
停
戦
協
定
の
締
結
後
、
フ
ラ
ン
ス
本
国
に
お
い
て
エ
ヴ
ィ
ア
ン
協
定
を
実
施
す
る

た
め
に
国
民
投
票
が
行
わ
れ
、
九
〇
％
超
の
“Oui

”で
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
国
民
投
票
を
受
け
、
一
九
六
二
年
四
月
一
三
日
法
律
）
26
（

が
成
立

し
、「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
民
の
自
決
の
結
果
成
立
し
う
る
新
た
な
政
治
機
関
の
設
立
ま
で
の
間
、
共
和
国
大
統
領
は
、
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
、

場
合
に
応
じ
て
、
閣
議
デ
ク
レ
の
形
式
で
、
一
九
六
二
年
三
月
一
九
日
の
政
府
の
諸
宣
言
の
実
施
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
立
法
的
・
命
令
的

手
段
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
二
条
）
と
し
て
、
ド
・
ゴ
ー
ル
大
統
領
へ
の
授
権
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
授
権
を
根
拠
に
し
て
司

法
軍
事
法
院
を
設
立
す
る
一
九
六
二
年
六
月
一
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
）
27
（
ス
が
制
定
さ
れ
た
。

　

司
法
軍
事
法
院
の
特
徴
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
構
成
は
中
央
政
府
か
ら
指
名
さ
れ
る
裁
判
長
で
あ
る
将
軍
（officier général

）
と
、

四
名
の
士
官
（officiers

）
ま
た
は
下
士
官
（sous-officiers

）
と
、
軍
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
（
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
二
条
）。
司
法
軍
事
法
院
の
判

決
や
裁
判
長
、
検
察
官
の
決
定
に
対
す
る
い
か
な
る
不
服
申
立
て
も
認
め
ら
れ
な
い
（
同
一
〇
条
）。
司
法
軍
事
法
院
は
軍
事
高
等
裁
判

所
の
判
決
に
よ
り
裁
判
さ
れ
た
犯
罪
行
為
に
関
す
る
す
べ
て
の
手
続
に
つ
い
て
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
然
に
管
轄
権
が
認
め
ら
れ

る
（
一
二
条
）。
こ
の
よ
う
な
規
定
の
仕
方
か
ら
、
ド
・
ゴ
ー
ル
は
思
惑
通
り
に
機
能
し
な
か
っ
た
軍
事
高
等
裁
判
所
の
代
用
、
そ
し
て
、

よ
り
厳
格
に
Ｏ
Ａ
Ｓ
を
抑
圧
す
る
手
段
と
し
て
の
司
法
軍
事
法
院
が
誕
生
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
ド
・
ゴ
ー
ル
の
期
待
は
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
り
打
ち
砕
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ア
ン
ド
レ
・
カ
ナ

ル
の
裁
判
の
際
に
、
司
法
軍
事
法
院
を
設
立
す
る
一
九
六
二
年
六
月
一
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
の
越
権
訴
訟
を
提
起
し
、
コ
ン
セ

イ
ユ
・
デ
タ
は
こ
れ
を
受
理
し
て
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
の
無
効
判
決
を
下
し
た
（Canal

判
決
）。
こ
の
判
決
は
当
然
ド
・
ゴ
ー
ル
の
怒
り
を
買

う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
判
決
の
九
日
後
に
共
和
国
大
統
領
の
普
通
投
票
に
よ
る
選
挙
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
よ
り
直
接
選
挙
が
導

入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
、
そ
の
構
成
や
権
限
に
つ
い
て
政
府
に
よ
る
再
検
討
を
受
け
る
と
い
う
事
態
を

生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
）
28
（

た
。
そ
し
て
、
ド
・
ゴ
ー
ル
や
政
府
の
対
応
と
し
て
、
ア
ン
ド
レ
・
カ
ナ
ル
の
恩
赦
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
改

革
（
一
九
六
三
年
）、
政
治
犯
罪
を
扱
う
新
し
い
裁
判
所
の
創
設
を
行
う
こ
と
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
が
後
述
す
る
国
家
安
全
法
院
で
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あ
る
。

㈢　

例
外
状
況
の
理
論
と
例
外
裁
判
所

1　

例
外
状
況
の
理
論

　

と
こ
ろ
で
、
国
家
の
例
外
的
な
措
置
を
フ
ラ
ン
ス
法
は
ど
の
よ
う
に
正
当
化
し
て
き
た
か
。
憲
法
規
定
以
外
に
理
論
的
に
正
当
性
を
付

与
す
る
も
の
と
し
て
「
例
外
状
況
の
理
論
（
非
常
事
態
の
理
論
）」（la théorie des circonstances exceptionnell

）
29
（es

）
が
存
在
し
、
コ
ン
セ
イ

ユ
・
デ
タ
の
判
例
で
は
、
一
九
六
八
年
六
月
二
八
日
の
エ
イ
リ
ア
ス
判
決
（l

’arrêt H
eyriès

）
が
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
と
な
っ
て

い
）
30
（
る
。「
例
外
状
況
の
理
論
」
と
は
、「
公
権
力
と
く
に
行
政
権
が
、
例
外
状
況
に
お
い
て
、
公
の
秩
序
と
公
役
務
の
運
営
と
を
確
保
す
る

た
め
必
要
な
か
ぎ
り
、
通
常
の
場
合
に
は
違
法
と
な
る
よ
う
な
措
置
を
と
る
こ
と
に
法
的
正
当
性
を
み
と
め
る
（
中
略
）
一
種
の
緊
急
権

理
）
31
（
論
」
と
観
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
理
論
の
帰
結
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
理
論
で
正
当
化
さ
れ
た
措
置
に
対
す
る
抗
告
訴
訟
の
棄
却

（absous

）
を
導
）
32
（

く
。
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ニ
ザ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、「
例
外
状
況
」
に
該
当
す
る
の
は
戦
争
の
み
な
ら
ず
、
暴
動
ま
た
は
重
大
な

国
家
危
機
を
含
ま
れ
る
）
33
（

が
、
こ
れ
は
例
外
状
況
の
理
論
の
学
説
が
「
例
外
状
況
と
戦
争
状
態
（l

’état de guerre

）
と
同
一
視
す
る
傾
向
」

か
ら
「
そ
の
よ
う
な
同
一
視
を
批
判
し
、
例
外
状
況
に
つ
い
て
、
国
家
規
模
で
現
れ
る
危
機
と
み
な
す
こ
と
で
、
よ
り
広
い
概
念
を
採
用

す
る
」
よ
う
に
発
展
し
た
か
ら
で
あ
る
と
い
）
34
（

う
。

　

ニ
ザ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
例
外
状
況
は
次
の
三
つ
の
要
素
か
ら
成
立
す
る
。
①
異
常
で
あ
り
常
軌
を
逸
し
た
状
況
、
ま
た
は
、
一
つ
若
し

く
は
複
数
の
重
大
で
か
つ
不
慮
の
事
変
か
ら
な
る
諸
状
況
、
②
通
常
の
合
法
律
的
な
諸
規
範
に
従
っ
た
行
動
が
不
可
能
で
あ
る
、
ま
た
は
、

著
し
く
困
難
で
あ
る
こ
と
、
③
相
当
に
著
し
く
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
即
時
に
行
動
す
る
こ
と
の
必
要
性
の
要
素

で
あ
）
35
（

る
。
な
お
、
例
外
状
況
は
非
常
事
態
権
限
の
よ
う
に
（
実
定
）
法
の
枠
内
に
お
け
る
例
外
状
況
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
）
36
（

ら
、
例
外
法
と

し
て
の
非
常
事
態
権
限
を
支
え
る
理
論
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
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2　

閣
僚
裁
判
権
と
例
外
状
況
の
理
論

　
「
例
外
状
況
の
理
論
」
は
政
治
司
法
の
人
的
管
轄
の
側
面
で
あ
る
閣
僚
裁
判
権
で
あ
る
第
三
共
和
制
の
高
等
法
院
を
支
え
る
理
論
と
し

て
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
訴
追
機
関
た
る
国
会
の
下
院
に
よ
る
閣
僚
の
訴
追
を
受
け
て
上
院
が
裁
判
機
関
と
し
て
構
成
さ
れ
る
第
三

共
和
制
の
高
等
法
院
の
権
限
が
問
題
と
な
っ
た
マ
ル
ヴ
ィ
事
）
37
（
件
で
は
、
高
等
法
院
の
裁
判
に
お
い
て
罪
刑
法
定
主
義
が
適
用
さ
れ
る
か
ど

う
か
で
法
学
者
の
間
で
論
争
が
生
じ
た
。
第
三
共
和
制
期
の
著
名
な
公
法
学
者
レ
オ
ン
・
デ
ュ
ギ
を
代
表
に
罪
刑
法
定
主
義
の
適
用
を
主

張
す
る
《
一
般
法
テ
ー
ゼ
》
と
、
刑
法
学
者
ジ
ャ
ン
・
ア
ン
ド
レ
・
ル
ー
を
代
表
に
、
罪
刑
法
定
主
義
の
適
用
を
否
定
し
、
高
等
法
院
の

権
限
の
至
高
性
か
ら
、
い
わ
ば
立
法
作
用
と
裁
判
作
用
を
同
時
に
行
い
う
る
、
自
由
裁
量
的
な
作
用
と
し
て
マ
ル
ヴ
ィ
事
件
を
支
持
し
、

公
法
領
域
に
罪
刑
法
定
主
義
は
及
ば
な
い
と
す
る
考
え
を
あ
ら
わ
し
た
《
憲
法
テ
ー
ゼ
》
の
対
立
が
注
目
さ
れ
て
き
）
38
（
た
。
し
か
し
、
オ
リ

ヴ
ィ
エ
・
ボ
ー
が
「
マ
ル
ヴ
ィ
事
件
を
例
外
状
況
の
理
論
に
訴
え
て
正
当
化
し
た
異
端
な
学
）
39
（

説
」
と
評
し
た
の
が
第
三
共
和
制
期
の
著
名

な
公
法
学
者
で
あ
る
モ
ー
リ
ス
・
オ
ー
リ
ウ
で
あ
っ
た
。
オ
ー
リ
ウ
は
マ
ル
ヴ
ィ
事
件
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
（
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
）。

　

確
か
に
憲
法
や
権
利
宣
言
、
す
な
わ
ち
第
八
条
「
何
人
も
犯
行
よ
り
も
前
に
制
定
さ
れ
公
布
さ
れ
、
か
つ
適
法
に
適
用
さ
れ
た
法
律
に
よ
ら
ず
し
て

処
罰
さ
れ
な
い
」
の
よ
う
な
他
の
条
文
の
議
論
を
差
し
挟
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
反
論
は
無
視
で
き
な
い
が
、
反
駁
で
き
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
憲
法
的
保
障
で
あ
る
。
戒
厳
の
制
度
が
示
す
よ
う
に
、
混
乱
や
危
機
の
段
階
で
、
予
め
刑
罰
を
制
定
す
る

と
い
う
憲
法
的
保
障
は
容
易
に
留
保
さ
れ
る
。
高
等
法
院
の
制
度
を
戒
厳
の
制
度
は
同
一
視
で
き
、
そ
れ
は
国
家
が
正
当
な
防
衛
（légitim

e 

défense

）
と
い
う
機
会
に
あ
る
と
い
う
危
機
的
な
段
階
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
予
め
刑
罰
を
制
定
す
る
と
い
う
憲
法
的
な
保
障
が
留

保
さ
れ
る
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
マ
ル
ヴ
ィ
事
件
は
フ
ラ
ン
ス
の
軍
事
状
況
が
ほ
と
ん
ど
絶
望
的
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
大
な

敗
北
主
義
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
者
に
対
す
る
有
罪
判
決
を
獲
得
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
誰
も
が
政
治
的
状
況

か
ら
考
え
て
、
刑
罰
の
理
由
と
な
っ
た
裏
工
作
行
為
は
正
当
に
有
罪
判
決
の
条
件
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
マ
ル
ヴ
ィ
事
件
は
戦
時
（
か
つ
、
状
況
的
に
は
絶
望
的
）
と
い
う
危
機
的
状
況
に
お
い
て
罪
刑
法
定
主
義
の
適
用
を
除
外
し
、

マ
ル
ヴ
ィ
に
有
罪
判
決
を
宣
告
す
る
必
要
性
を
説
く
こ
と
で
、
オ
ー
リ
ウ
は
一
種
の
「
例
外
状
況
の
理
論
」
に
依
拠
し
て
説
明
を
試
み
た

学
者
で
あ
っ
た
。

3　

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
る
司
法
軍
事
法
院
の
統
制
（Canal

判
決
）

　

前
述
し
た
第
五
共
和
制
下
の
司
法
軍
事
法
院
も
ま
た
、
刑
事
裁
判
に
お
い
て
保
障
さ
れ
る
、
被
告
人
の
上
訴
の
利
益
や
二
重
起
訴
・
一

事
不
再
理
の
禁
止
等
の
保
障
を
奪
う
特
別
な
手
続
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
普
通
法
を
逸
脱
す
る
手
続
は
正
当
化
し
う
る
か

が
争
わ
れ
た
の
が
一
九
六
二
年
一
〇
月
一
九
日
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
判
決
（Canal

判
）
40
（
決
）
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
Ｏ
Ａ
Ｓ
の
構
成
員

で
あ
っ
た
ア
ン
ド
レ
・
カ
ナ
ル
が
司
法
軍
事
法
院
に
訴
追
さ
れ
た
が
、
カ
ナ
ル
側
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
対
し
て
司
法
軍
事
法
院
設
立

の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
の
無
効
を
求
め
て
越
権
訴
訟
を
提
起
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
事
件
で
争
わ
れ
た
論
点
は
次
の
三
つ
に
要
約
さ
れ
）
41
（

る
。（
α
）
特
別
裁
判
権
を
創
設
す
る
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
行
政
行
為
で
あ
る
か
、

ま
た
は
、
国
家
元
首
に
与
え
ら
れ
た
立
法
権
限
の
一
部
を
な
す
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
、（
β
）
例
外
状
況
は
執
行
権
の
例
外
裁
判

所
を
創
設
す
る
権
限
を
正
当
化
し
う
る
か
、（
γ
）
例
外
裁
判
所
は
、
そ
の
創
設
の
状
況
や
と
り
わ
け
政
府
が
追
求
す
る
目
的
に
照
ら
し

て
、
普
通
法
裁
判
所
を
規
律
す
る
法
規
を
侵
す
こ
と
が
で
き
る
か
、
で
あ
る
。

　

ま
ず
、（
α
）
特
別
裁
判
権
を
創
設
す
る
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
が
行
政
行
為
に
該
当
す
る
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
越
権
訴
訟
の
訴
訟
要

件
と
の
関
係
で
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
次
の
通
り
判
示
す
る
。

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
手
段
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
国
民
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
一
九
六
二
年
四
月
一
三
日
の
法
律
二
条
は
共
和
国
大
統
領
に
「
オ
ル
ド
ナ

ン
ス
ま
た
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
閣
議
デ
ク
レ
に
よ
り
、
一
九
六
二
年
三
月
一
九
日
の
政
府
宣
言
の
適
用
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
立
法
又
は
法
的
措
置
を
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決
定
す
る
こ
と
」
を
承
認
し
て
い
る
。
こ
の
条
文
に
よ
っ
て
、
二
条
は
共
和
国
大
統
領
が
立
法
権
自
体
を
行
使
す
る
権
限
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
例
外
的
に
、
そ
れ
に
明
示
さ
れ
た
枠
と
限
界
の
中
で
、
通
常
は
法
律
事
項
に
含
ま
れ
る
手
段
を
と
る
法
的
権
限
を
オ
ル
ド
ナ
ン

ス
に
よ
っ
て
用
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
訴
え
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
一
九
六
二
年
六
月
一
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
一
九
六

二
年
四
月
一
三
日
の
法
律
二
条
の
適
用
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
行
政
行
為
と
し
て
の
性
格
を
保
持
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
も
の
と
し
て
、
越
権
訴

訟
に
よ
る
訴
え
の
途
に
よ
り
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
付
託
さ
れ
う
る
。

こ
の
よ
う
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
立
場
と
し
て
は
、
通
常
は
法
律
事
項
と
し
て
予
め
法
律
の
規
律
を
必
要
と
す
る
措
置
を
、
一
九
六
二

年
法
律
は
大
統
領
に
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
の
形
式
で
行
う
こ
と
を
承
認
し
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
行
政
行
為
と
し
て
越
権
訴
訟
の
対
象
と

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、（
β
）
例
外
状
況
は
執
行
権
の
例
外
裁
判
所
を
創
設
す
る
権
限
を
正
当
化
し
う
る
か
と
い
う
点
、
お
よ
び
、（
γ
）
例
外
裁
判
所

は
普
通
法
裁
判
所
を
規
律
す
る
法
規
を
侵
す
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
す
る
。

　

一
九
六
二
年
四
月
一
三
日
法
律
二
条
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
関
す
る
一
九
六
二
年
三
月
一
九
日
の
政
府
宣
言
に
関
連
し
た
あ
ら
ゆ
る
立
法
措
置
を
と
る

た
め
に
極
め
て
広
汎
な
権
限
を
共
和
国
大
統
領
に
与
え
、
そ
の
よ
う
な
手
段
が
と
り
わ
け
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
情
勢
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
軽
罪
や
関
連

し
た
犯
罪
の
行
為
者
を
裁
判
す
る
た
め
の
特
別
裁
判
所
を
設
立
す
る
こ
と
を
含
む
と
し
て
も
、
上
述
の
立
法
規
定
の
目
的
と
同
一
の
文
言
の
結
果
と
し

て
、
そ
の
当
時
の
状
況
を
考
慮
し
て
、
一
九
六
二
年
三
月
一
九
日
の
政
府
宣
言
の
適
用
を
保
障
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
そ
の

特
別
裁
判
所
の
構
成
や
職
務
に
よ
る
、
防
御
権
の
重
要
な
権
利
や
保
障
へ
の
合
法
的
な
侵
害
が
認
め
ら
れ
な
い
。

　

審
理
の
結
果
と
し
て
、
訴
え
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
が
、
特
に
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
規
定
さ
れ
た
手
続
や
あ
ら
ゆ
る
不
服
申
立
て
手
段

を
排
除
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
刑
事
法
の
一
般
的
諸
原
理
に
対
す
る
侵
害
の
重
要
性
や
重
大
性
を
斟
酌
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
例
外
裁
判
権
の
創

設
は
、
一
九
六
二
年
三
月
一
九
日
の
政
府
宣
言
の
適
用
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
結
論
は
導
か
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
一
九
六
二
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年
四
月
一
三
日
法
律
二
条
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
授
権
の
限
界
を
超
え
る
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
違
法
性
の
瑕
疵
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
申
立
人
の
主

張
は
理
由
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
当
該
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
の
無
効
を
宣
言
す
る
理
由
が
あ
る
。

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
非
常
事
態
権
限
の
必
要
な
措
置
と
し
て
（
β
）
例
外
裁
判
所
の
創
設
自
体
は
許
容
さ
れ
る
が
、（
γ
）
そ
の
例

外
裁
判
所
の
制
度
に
お
け
る
防
御
権
制
約
の
正
当
化
を
、「
一
九
六
二
年
三
月
一
九
日
の
政
府
宣
言
の
適
用
を
保
障
す
る
た
め
に
不
可
欠

で
あ
る
場
合
」
に
限
定
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
授
権
法
律
を
逸
脱
す
る
瑕
疵
を
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に

認
め
て
無
効
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、Canal
判
決
は
、
例
外
状
況
と
い
え
ど
も
重
要
な
防
御
権
や
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
が
必
要
性
の
観
点
か
ら
限
界
が

あ
る
こ
と
を
示
し
、
例
外
状
況
の
理
論
を
厳
格
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
行
為
の
正
当
化
機
能
を
限
定
す
る
こ
と
を
試
み
た
も

の
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
法
理
で
あ
り
、
憲

法
上
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

4　

国
家
安
全
法
院
と
例
外
状
況

　

最
後
に
、
国
家
安
全
法
院
（Cour de sûreté de l

’État
）
に
言
及
す
る
。
ド
・
ゴ
ー
ル
は
司
法
軍
事
法
院
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ

り
無
効
と
さ
れ
た
後
、
こ
れ
ま
で
の
一
連
の
臨
時
的
な
例
外
裁
判
所
を
設
立
す
る
方
針
を
あ
ら
た
め
、
常
設
裁
判
所
に
よ
る
国
家
安
全
の

侵
害
者
へ
の
刑
罰
を
実
現
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
の
常
設
裁
判
所
が
国
家
安
全
法
院
で
あ
り
、
一
九
六
三
年
一
月
一
五
日
に
成
立
し
た
二

つ
の
法
律

―
一
つ
は
「
国
家
安
全
に
対
す
る
重
罪
お
よ
び
軽
罪
の
処
罰
の
た
め
に
刑
事
訴
訟
法
典
を
改
正
し
補
足
す
る
法
）
42
（

律
」
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
国
家
安
全
法
院
の
構
成
や
手
続
を
定
め
る
法
）
43
（
律
で
あ
る

―
で
設
立
さ
れ
た
。

　

国
家
安
全
法
院
の
特
）
44
（

徴
を
概
略
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
構
成
に
つ
い
て
。
国
家
安
全
法
院
は
常
設
判
決
部
と
常
設
予
審
監
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督
部
に
分
か
れ
て
お
り
（
一
条
二
項
）、
判
決
部
は
五
人
の
判
事

―
特
別
級
の
司
法
裁
判
官
が
主
宰
し
、
第
一
級
ま
た
は
特
別
級
の
司

法
裁
判
官
二
名
と
将
官
ま
た
は
佐
官
二
名
を
残
り
の
判
事

―
で
構
成
さ
れ
（
一
条
三
項
）、
予
審
監
督
部
は
部
長
評
定
官
と
二
名
の
評

定
官
で
構
成
さ
れ
る
（
一
条
五
項
）。
国
家
安
全
法
院
の
異
常
さ
は
、「
民
間
人
が
、
平
時
に
お
い
て
一
部
軍
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
裁
判
所

に
よ
っ
て
裁
判
さ
れ
）
45
（
る
」
点
に
あ
る
。
な
お
、
国
家
安
全
法
院
院
長
と
常
設
判
決
部
・
予
審
監
督
部
の
構
成
員
は
再
任
可
能
の
二
年
間
の

任
期
で
任
命
さ
れ
る
。
任
命
は
司
法
官
職
高
等
評
議
会
の
意
見
の
後
、
閣
議
デ
ク
レ
に
よ
り
行
わ
れ
る
（
二
条
）。
次
に
国
家
安
全
法
院

に
お
け
る
特
別
手
続
に
つ
い
て
。
明
文
の
規
定
が
な
い
限
り
普
通
法
が
適
用
さ
れ
る
が
、
特
別
な
規
定
の
例
と
し
て
、
予
審
後
に
事
件
を

判
決
部
に
送
致
す
る
の
は
「
起
訴
手
続
デ
ク
レ
（décret de m

ise en accusat

）
46
（ion

）」
が
必
要
で
あ
り
（
二
七
条
二
項
）、
起
訴
決
定
が
政
府

の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
予
審
監
督
部
の
決
定
に
つ
い
て
は
い
か
な
る
上
訴
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
判
決
部
の
判
決

に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
五
六
七
〜
六
〇
七
条
の
手
続
に
従
い
、
破
毀
申
立
ま
た
は
再
審
請
求
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
国
家

安
全
法
院
は
別
の
構
成
員
に
よ
る
判
決
部
に
移
送
さ
れ
る
（
四
六
条
）。

　

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
国
家
安
全
法
院
を
例
外
状
況
の
理
論
に
よ
っ
て
正
当
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、

そ
れ
に
は
否
定
的
で
あ
る
。
国
家
安
全
法
院
の
設
立
が
議
論
さ
れ
た
一
九
六
二
年
の
末
ま
で
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
Ｏ
Ａ
Ｓ
の
活
動
家
が
投

獄
状
態
で
あ
る
か
、
判
決
待
ち
の
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
Ｏ
Ａ
Ｓ
の
政
治
的
危
険
性
の
程
度
は
こ
れ
ま
で
の
執
行
権
の
措
置
に
よ
っ
て
低

下
し
て
い
）
47
（
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
こ
れ
ま
で
の
一
連
の
例
外
裁
判
所
を
正
当
化
し
て
き
た
例
外
状
況
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
点

が
法
案
審
議
の
際
に
議
論
さ
れ
た
。

　

法
案
審
議
に
お
い
て
ジ
ャ
ン
・
フ
ォ
ワ
イ
エ
法
務
大
臣
は
「
近
代
で
は
多
面
的
で
、
極
め
て
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
目
的
を
達
す

る
た
め
の
最
悪
の
手
段
の
利
用
も
た
め
ら
わ
な
い
国
家
転
覆
に
対
す
る
国
家
安
全
の
必
要
）
48
（

性
」
と
主
張
し
た
。
こ
の
政
府
の
発
言
か
ら

「
刑
罰
の
観
点
か
ら
は
十
分
に
有
効
な
特
例
措
置
が
最
終
的
に
は
法
令
違
反
と
な
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
、
特
例
措
置
の
適
法
性
を
確

立
す
る
こ
と
が
政
府
に
と
っ
て
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
手
段
と
し
て
言
葉
こ
そ
出
さ
な
か
っ
た
が
、
レ
ゾ
ン
・
デ
タ
、
言
い
換
え
れ
ば
、
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国
家
の
維
持
を
他
の
あ
ら
ゆ
る
法
的
・
政
治
的
・
倫
理
的
・
道
義
的
な
動
機
に
優
位
さ
せ
る
こ
と
に
訴
え
た
の
で
あ
）
49
（
る
」
と
コ
ダ
シ
オ
ニ

は
指
摘
す
る
。
ま
た
、
政
府
は
憲
法
四
五
条
二
項
（
改
正
）
50
（

前
）
に
よ
り
緊
急
時
に
合
同
委
員
会
に
よ
る
法
案
提
出
を
促
進
す
る
手
続
を
利

用
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
き
コ
ダ
シ
オ
ニ
は
「
後
者
〔
＝
四
五
条
に
よ
る
法
案
促
進
〕
は
迅
速
な
行
動
を
起
こ
し
て
特
例
措
置
に
時

間
的
限
定
を
設
け
る
政
治
的
意
思
か
ら
由
来
す
る
の
に
対
し
て
、
一
九
六
三
年
一
月
法
律
の
条
文
は
、
裁
判
の
通
常
の
職
務
を
規
定
す
る

規
範
の
適
用
を
除
外
す
る
点
で
例
外
性
を
も
つ
新
た
な
裁
判
所
の
設
立
を
め
ざ
し
て
い
る
が
、
時
間
的
に
限
定
も
せ
ず
、
状
況
や
そ
の
重

大
性
の
縛
り
が
な
い
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
四
五
条
の
緊
急
性
は
政
府
の
主
観
に
す
ぎ
ず
、
客
観
的
な
状
況
に
お
い
て
、
一
九
六
三
年
法

律
を
支
え
る
緊
急
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
指
摘
し
て
い
）
51
（

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
国
家
安
全
法
院
は
こ
れ
ま
で
の
対
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
政
策
と
し
て
設
立
さ
れ
た
一
連
の
例
外
裁
判
所
の
よ
う
に
例
外
状

況
に
お
け
る
特
定
の
事
件
の
処
理
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
常
設
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
た
め
、
例
外
状
況
の
理
論
に
よ
る
正
当
化

を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
レ
ゾ
ン
・
デ
タ
に
よ
る
正
当
化
は
、
法
的
な
正
当
化
に
及
ば
ず
、
極
め
て
疑

わ
し
い
政
治
的
な
正
当
化
で
し
か
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
コ
ダ
シ
オ
ニ
は
、
国
家
安
全
法
院
を
常
設
例
外
裁
判
所
と
し
て
観
念
す
る
（
前
述
し
た
広
義
の
例
外
裁
判
所
と
も
い
え
る
）
が
、
常

設
例
外
裁
判
所
は
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
上
二
種
類
認
め
ら
れ
て
お
り
、
一
つ
は
一
五
世
紀
に
起
源
を
も
つ
軍
法
会
議
で
あ
り
、
軍
規
違
反
に

つ
い
て
の
裁
判
で
あ
る
（
戦
時
に
は
国
家
安
全
に
対
す
る
罪
の
管
轄
権
を
も
っ
た
こ
と
も
あ
る
）。
も
う
一
つ
は
、
一
七
九
一
年
以
来
の
国
家
反

逆
罪
の
管
轄
権
を
も
つ
高
等
法
院
で
あ
っ
た
と
い
う
。
も
っ
と
も
、
コ
ダ
シ
オ
ニ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
常
設
例
外
裁
判
所
が
「
共
同
体

の
『
防
衛
（défense

）』
の
責
任
を
負
う
個
人
や
集
団
の
犯
罪
が
ま
さ
に
そ
の
共
同
体
を
害
す
る
と
い
う
個
人
ま
た
は
集
団
（
前
者
は
軍
隊
、

後
者
は
共
和
国
大
統
領
お
よ
び
政
府
構
成
員
）
を
裁
判
す
る
こ
と
を
表
向
き
に
狙
い
と
し
て
い
る
」
裁
判
所
で
あ
る
の
に
対
し
、
国
家
安
全
法

院
は
「
国
家
の
標
的
と
し
て
み
な
さ
れ
た
個
人
ま
た
は
集
団
を
罰
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
」
点
で
異
質
で
あ
り
、「
こ
の
よ
う
な

裁
判
所
は
一
度
も
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
指
摘
す
）
52
（
る
。
結
局
、
こ
の
国
家
安
全
法
院
は
、
そ
の
設
立
の
際
に
反
対
し
て
い
た
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フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
が
大
統
領
に
就
任
し
た
後
の
一
九
八
一
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

三　

特
別
裁
判
手
続
と
裁
判
の
前
の
平
等

㈠　

平
時
に
お
け
る
特
別
裁
判
手
続

　

常
設
例
外
裁
判
所
と
し
て
の
国
家
安
全
法
院
は
例
外
状
況
や
有
事
に
お
い
て
で
は
な
く
平
時
に
お
い
て
機
能
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
司
法
軍
事
法
院
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
法
律
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
大
統
領
の
権
限
の
行
使
と
し
て
誕
生
し
、
そ
の
創
設
を
行
政
行

為
と
評
価
す
る
こ
と
で
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
で
の
越
権
訴
訟
の
途
を
ひ
ら
い
た
の
と
異
な
り
、
国
家
安
全
法
院
は
一
九
六
三
年
法
律
に

よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
一
九
六
三
年
法
律
に
よ
っ
て
刑
事
訴
訟
法
典
を
改
正
す
る
こ
と
で
設
け
ら

れ
た
裁
判
制
度
で
あ
っ
た
。
周
知
の
通
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
憲
法
院
は
、
一
九
七
一
年
七
月
一
六
日
の
結
社
の
自
由
判
）
53
（

決
に
よ
っ
て
人
権
保

障
機
関
へ
と
変
容
）
54
（
し
、
さ
ら
に
は
一
九
七
四
年
の
憲
法
改
正
に
よ
り
六
〇
名
の
国
民
議
会
議
員
ま
た
は
元
老
院
議
員
に
提
訴
権
を
認
め
た
。

し
か
し
、
国
家
安
全
法
院
が
創
設
さ
れ
た
一
九
六
三
年
の
時
点
で
は
、
通
常
法
律
（lois ordinaires

）
の
審
署
前
の
審
査
に
つ
い
て
定
め

た
憲
法
六
一
条
二
項
に
よ
っ
て
憲
法
院
へ
の
付
託
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
が
共
和
国
大
統
領
、
首
相
、
国
民
議
会
議
長
、
元
老
院
議
長
に

限
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
六
三
年
法
律
は
同
条
一
項
に
よ
っ
て
審
署
前
の
必
要
的
審
査
の
対
象
と
な
る
組
織
法
律
（lois 

organiques

）
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
国
家
安
全
法
院
は
憲
法
院
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
の
政
治
的
な
決

断
に
よ
っ
て
廃
止
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
国
家
安
全
法
院
の
廃
止
は
内
敵
に
対
す
る
政
治
的
・
司
法
的
な
闘
い
の
脱
例
外
化
（dés-exceptionnalisation

）
を

導
い
た
わ
け
で
は
な
）
55
（
い
」。
実
際
に
は
、「
軍
事
領
域
お
よ
び
国
家
安
全
に
対
す
る
犯
罪
の
予
審
・
裁
判
に
関
し
、
刑
事
訴
訟
法
典
お
よ
び
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軍
事
裁
判
法
典
を
改
正
す
る
一
九
八
二
年
七
月
二
一
日
法
）
56
（
律
」
に
よ
っ
て
、「
平
時
に
、
軍
事
常
設
裁
判
所
お
よ
び
軍
事
常
設
高
等
裁
判

所
は
廃
止
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
裁
判
所
の
管
轄
で
あ
る
犯
罪
は
刑
事
訴
訟
法
典
の
規
定
お
よ
び
本
法
律
の
規
定
に
従
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

普
通
法
裁
判
所

の
管
轄
と
な
る
」（
一
条
一
項
）
と
定
め
な
が
ら
も
、
刑
事
訴
訟
法
典
の
改
正
に
よ
り
軍
事
領
域
お
よ
び
国
家
安
全
に
対
す
る
犯
罪
の
章

を
設
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
管
轄
と
さ
れ
た
普
通
法
上
の
裁
判
所
で
あ
る
重
罪
院
の
な
か
で
、
陪
審
（jury

）
を
伴
わ
な
い
特
別
重
罪
院

（Cour d

’assises spéciale

）
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
刑
事
訴
訟
法
典
六
九
八
条
の
六
）。
他
方
で
、
有
事
の
際
の
軍
事
裁
判
所
は
維
持
さ
れ
て

い
る
（
一
九
八
二
年
法
律
一
条
二
）
57
（
項
）。
こ
の
よ
う
に
、
国
家
安
全
法
院
廃
止
後
は
普
通
法
裁
判
所
の
手
続
の
中
に
平
時
の
国
家
安
全
に
対

す
る
罪
の
裁
判
管
轄
を
置
き
つ
つ
、
特
別
な
手
続
規
定
を
置
く
よ
う
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。

㈡　

憲
法
院
に
よ
る
特
別
裁
判
手
続
の
統
制

1　

テ
ロ
と
の
闘
い
お
よ
び
国
家
安
全
へ
の
侵
害
に
関
す
る
一
九
八
六
年
法
）
58
（
律

　

も
っ
と
も
、
普
通
法
裁
判
所
の
系
統
に
管
轄
を
帰
属
さ
せ
つ
つ
法
律
に
よ
り
特
別
手
続
を
設
け
る
こ
と
に
対
し
て
は
、「
裁
判
の
前
の

平
等
原
則
」
の
観
点
か
ら
そ
の
憲
法
適
合
性
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
前
述
し
た
通
り
、
国
家
安
全
法
院
の
創
設
段
階
で
は
憲
法

院
の
審
査
が
活
性
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
は
既
に
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
国
民
議
会
議
員
六
〇
名
・
元
老
院
議
員
六
〇

名
に
よ
る
憲
法
院
の
付
託
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
憲
法
違
反
を
主
張
す
る
反
対
派
か
ら
の
付
託
が
可
能
に
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
憲
法
適
合
性
が
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
後
の
「
テ
ロ
と
の
闘
い
お
よ
び
国
家
安
全
へ
の
侵
害
に
関
す
る
一
九
八
六
年
九
月

九
日
の
法
）
59
（

律
」（
以
下
、
一
九
八
六
年
法
律
）
で
あ
る
。
本
法
律
は
、
刑
法
典
で
規
定
さ
れ
て
い
る
重
罪
お
よ
び
軽
罪
が
、「
威
嚇
ま
た
は
恐

怖
に
よ
っ
て
公
安
に
重
大
な
混
乱
を
与
え
る
目
的
を
も
つ
個
人
的
ま
た
は
集
団
的
計
画
が
関
係
す
る
場
合
に
」（
同
法
一
条
）、
そ
の
刑
事

裁
判
手
続
に
特
別
な
規
定
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
法
は
憲
法
六
一
条
二
項
の
規
定
に
従
い
、
審
署
前
に
六
〇
名
の
元
老
院
議
員
に

よ
っ
て
憲
法
院
に
付
託
さ
れ
、
そ
の
う
ち
四
条
が
憲
法
違
反
で
無
効
と
な
っ
）
60
（

た
。
元
老
院
議
員
の
付
託
理
由
で
は
、
同
法
一
条
・
四
条
・
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五
条
・
六
条
が
罪
刑
法
定
主
義
、
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
、
個
人
的
自
由
の
原
則
に
違
反
す
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ

ら
の
う
ち
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
に
つ
い
て
の
言
及
部
分
を
扱
う
。

2　

一
九
八
六
年
九
月
三
日
の
憲
法
院
判
決

　

⑴　

法
律
一
条
の
憲
法
適
合
性

　

一
九
八
六
年
法
律
一
条
の
結
果
、
刑
事
訴
訟
法
典
に
七
〇
六
条
の
一
六
か
ら
七
〇
六
条
の
二
五
が
追
加
さ
れ
、
七
〇
六
条
の
一
六
は

「
威
嚇
ま
た
は
恐
怖
に
よ
っ
て
公
安
に
重
大
な
混
乱
を
与
え
る
目
的
を
も
つ
個
人
的
ま
た
は
集
団
的
計
画
が
関
係
す
る
場
合
に
」
本
法
律

の
定
め
る
手
続
の
対
象
と
な
る
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
（
旧
）
刑
法
典
の
条
文
を
列
挙
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
七
〇
六
条
の
一
七
か
ら
七
〇

六
条
の
二
二
は
そ
の
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
、
ま
た
、
七
〇
六
条
の
二
三
か
ら
七
〇
六
条
の
二
五
は
裁
判
所
に
お
け
る
手
続
に
つ
い
て
規
定

し
て
い
る
。
一
九
八
六
年
法
律
一
条
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
本
法
律
の
制
定
に
よ
り
挿
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
刑
事
訴
訟
法
典
七
〇
六

条
の
二
五
が
「
主
た
る
被
告
人
の
裁
判
に
つ
い
て
、
重
罪
院
は
六
九
八
条
の
六
の
規
定
の
通
り
に
構
成
さ
れ
る
」
と
定
め
て
い
る
点
で
あ

る
﹇Con.7

﹈。
六
九
八
条
の
六
一
項
で
は
、
裁
判
長
一
名
と
六
名
の
陪
審
判
事
（assesseurs

）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
て
お

り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
そ
の
重
罪
院
は
陪
審
員
（jurés
）
を
含
ま
な
い
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
同
条
二
項
で
は
、
判
決
が
被
告
人
に

不
利
と
な
る
場
合
の
強
化
さ
れ
た
多
数
決
（m

ajorité renforcée
）
を
要
求
す
る
三
五
九
条
お
よ
び
三
六
〇
条
の
規
定
を
除
外
し
て
い
る
の

で
あ
る
﹇Con.8

﹈。
こ
の
規
定
に
つ
い
て
憲
法
院
は
次
の
よ
う
に
判
示
す
る
。

　

提
訴
者
た
ち
は
何
よ
り
も
ま
ず
新
七
〇
六
条
の
一
六
が
対
象
と
す
る
犯
罪
行
為
の
数
お
よ
び
多
様
性
が
、
陪
審
員
を
含
ま
な
い
重
罪
院
に
よ
っ
て
下

さ
れ
る
こ
れ
ら
の
犯
罪
行
為
の
判
決
が
、
重
罪
領
域
で
の
陪
審
員
の
参
加
原
則
の
単
な
る
例
外
と
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
主
張
す
る
。﹇con.9

﹈

　

新
七
〇
六
条
の
一
六
に
列
挙
さ
れ
た
重
罪
行
為
は
、
重
罪
行
為
が
威
嚇
ま
た
は
恐
怖
に
よ
っ
て
公
安
に
重
大
な
混
乱
を
与
え
る
目
的
を
も
つ
個
人
的
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ま
た
は
集
団
的
計
画
が
関
係
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
限
っ
て
、
六
九
八
条
の
六
の
文
言
に
従
っ
て
構
成
さ
れ
た
重
罪
院
の
裁
判
を
受
け

る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
七
〇
六
条
の
一
六
の
条
文
だ
け
に
固
執
す
れ
ば
、
陪
審
員
の
参
加
原
則
に
も
た
ら
さ
れ
る
例
外
は
限
定
的
な
性
格
を
も
つ
。
提

訴
者
た
ち
に
よ
っ
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
議
論
は
し
た
が
っ
て
事
実
を
欠
い
て
い
る
。﹇con.10

﹈

　

そ
の
上
、
提
訴
者
た
ち
は
、
立
法
者
の
意
図
自
体
に
、
テ
ロ
活
動
に
固
有
な
犯
罪
を
法
定
す
る
意
図
が
存
在
し
な
い
と
主
張
す
る
。
訴
追
は
刑
法
典

ま
た
は
特
別
法
で
既
に
定
義
さ
れ
処
罰
さ
れ
て
い
る
犯
罪
行
為
の
み
に
関
係
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
犯
罪
行
為
が
「
威
嚇
ま
た
は
恐
怖
に
よ
っ
て
公
安
に

重
大
な
混
乱
を
与
え
る
目
的
を
も
つ
個
人
的
ま
た
は
集
団
的
計
画
が
関
係
す
る
」
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
応
じ
て
異
な
る
裁
判
所
に
よ
っ

て
裁
判
さ
れ
る
こ
と
を
、
裁
判
の
前
の
平
等
の
観
点
か
ら
全
く
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。
そ
の
流
動
的
な
多
様
性
を
問
わ
ず
、
同
じ
構

成
要
素
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
犯
罪
行
為
は
同
じ
裁
判
官
・
同
じ
規
範
に
よ
っ
て
裁
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。﹇con.11

﹈

　

適
用
さ
れ
る
事
実
、
事
情
、
個
人
に
応
じ
て
異
な
る
手
続
法
を
定
め
る
こ
と
は
、
そ
の
差
異
が
不
当
な
差
別
か
ら
生
じ
る
も
の
で
な
く
、
裁
判
を
受

け
る
者
に
平
等
な
保
障
、
特
に
、
防
御
権
の
法
理
の
遵
守
に
つ
い
て
、
を
確
保
し
さ
え
す
れ
ば
、
憲
法
三
四
条
に
よ
っ
て
刑
事
手
続
の
法
規
範
を
定
め

る
権
限
を
持
つ
立
法
者
の
自
由
で
あ
る
。﹇con.12

﹈

　

刑
事
訴
訟
法
典
新
七
〇
六
条
の
二
五
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
、
新
七
〇
六
条
の
一
六
に
よ
っ
て
対
象
と
さ
れ
た
犯
罪
行
為
が
、「
威
嚇
ま
た
は
恐
怖
に

よ
っ
て
公
安
に
重
大
な
混
乱
を
与
え
る
目
的
を
も
つ
個
人
的
ま
た
は
集
団
的
計
画
が
関
係
す
る
」
か
否
か
に
応
じ
た
、
行
為
者
間
の
取
扱
の
差
異
は
、

立
法
者
の
意
図
に
よ
れ
ば
、
判
決
裁
判
所
の
公
平
を
害
す
る
可
能
性
の
あ
る
圧
力
や
脅
威
の
影
響
を
除
く
こ
と
を
狙
い
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

取
扱
の
差
異
は
不
当
な
差
別
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
上
、
そ
の
構
成
に
よ
っ
て
、
刑
事
訴
訟
法
典
六
九
八
条
の
六
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
重

罪
院
は
、
独
立
性
お
よ
び
公
平
性
と
い
う
必
要
な
保
障
を
呈
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
裁
判
所
の
前
で
、
防
御
権
は
保
障
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
条
件

に
お
い
て
、
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
違
反
と
い
う
理
由
は
斥
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹇con.13

﹈

以
上
の
よ
う
に
、
憲
法
院
は
、「
適
用
さ
れ
る
事
実
、
事
情
、
個
人
に
応
じ
て
異
な
る
手
続
法
を
定
め
る
こ
と
は
、
そ
の
差
異
が
不
当
な

差
別
か
ら
生
じ
る
も
の
で
な
く
、
裁
判
を
受
け
る
者
に
平
等
な
保
障
、
特
に
、
防
御
権
の
法
理
の
遵
守
に
つ
い
て
、
を
確
保
し
さ
え
す
れ
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ば
」
と
い
う
要
件
の
も
と
に
、「
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
憲
法
三
四
条
の
法
律
事
項
か
ら
導
か
れ
る
立
法
者
の

権
限
の
正
当
化
を
試
み
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
法
律
が
「
威
嚇
ま
た
は
恐
怖
に
よ
っ
て
公
安
に
重
大
な
混
乱
を
与
え
る
目
的
を
も
つ
個
人

的
ま
た
は
集
団
的
計
画
が
関
係
す
る
場
合
」
の
犯
罪
行
為
の
裁
判
を
公
平
の
観
点
か
ら
陪
審
員
を
伴
わ
な
い
重
罪
院
に
服
し
め
る
と
い
う

こ
と
を
立
法
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
正
当
性
を
認
め
、「
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
」
違
反
の
主
張
を
斥
け
た
の
で
あ
る
。

　

⑵　

法
律
四
条
の
憲
法
適
合
性

　

次
に
、
一
九
八
六
年
法
律
四
条
の
規
定
の
憲
法
適
合
性
が
問
題
と
な
っ
た
。
前
述
の
一
九
八
二
年
法
律
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
刑
事
訴

訟
法
典
七
〇
二
条
は
、「
平
時
で
は
、
国
家
安
全
に
対
す
る
重
罪
お
よ
び
軽
罪
は
普
通
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
現
行
法
の
定
め
に
従
っ
て

予
審
・
裁
判
が
行
わ
れ
る
。
訴
追
さ
れ
た
事
件
が
刑
法
典
七
〇
条
か
ら
八
五
条

0

0

0

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
処
罰
さ
れ
る
重
罪
な
い
し
軽
罪
、
ま

た
は
牽
連
犯
を
構
成
す
る
場
合
、
そ
の
裁
判
権
限
は
六
九
七
条
お
よ
び
六
九
八
条
の
六
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
組
織
さ
れ
る
裁
判
所
に
帰

属
す
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
軍
事
分
野
に
専
門
化
さ
れ
た
裁
判
官
が
配
属
さ
れ
る
大
審
裁
判
所
、
そ
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
裁
判
官
の
み
で

構
成
さ
れ
る
重
罪
院
に
よ
る
裁
判
管
轄
が
定
め
ら
れ
て
い
た
﹇con.18

﹈。
一
九
八
六
年
四
条
は
こ
の
規
定
を
改
正
し
、「
平
時
は
、
刑
法

典
七
〇
条
か
ら
一
〇
三
条

0

0

0

0

に
規
定
さ
れ
た
重
罪
な
ら
び
に
軽
罪
、
お
よ
び
牽
連
犯
は
、
六
九
七
条
お
よ
び
七
〇
六
条
の
一
七
か
ら
七
〇
六

条
の
二
五
ま
で
の
規
定
に
従
っ
て
訴
追
さ
れ
裁
判
さ
れ
る
」
と
な
っ
た
。
こ
の
改
正
の
帰
結
に
つ
い
て
、
憲
法
院
は
以
下
の
通
り
に
要
約

す
る
。

　

こ
の
新
規
定
の
第
一
の
影
響
は
、
当
時
の
刑
法
典
八
六
条
か
ら
一
〇
三
条
に
よ
り
定
め
ら
れ
処
罰
さ
れ
る
重
罪
お
よ
び
軽
罪
、
言
い
換
え
れ
ば
、
国

家
機
関
お
よ
び
国
の
領
土
の
一
体
性
に
対
す
る
侵
犯
、
陰
謀
、
そ
の
他
犯
罪
行
為
、
破
壊
ま
た
は
略
奪
に
よ
り
国
家
を
混
乱
さ
せ
る
目
的
の
重
罪
、
反

乱
活
動
へ
の
参
加
に
よ
る
重
罪
、
お
よ
び
刑
法
典
一
〇
〇
条
お
よ
び
一
〇
三
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
犯
罪
行
為
は
、
六
九
七
条
お
よ
び
六
九
八
条
の

六
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
組
織
さ
れ
る
裁
判
所
の
裁
判
に
服
す
る
。
他
方
で
、
一
九
八
二
年
七
月
二
一
日
法
律
八
二
‐
六
二
一
号
か
ら
生
じ
て
い
る
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法
状
況
で
は
、
こ
れ
ら
の
裁
判
管
轄
の
定
め
が
、
国
家
安
全
に
関
す
る
重
罪
お
よ
び
軽
罪
の
中
で
は
、
七
〇
条
か
ら
八
五
条
ま
で
の
規
定
、
す
な
わ
ち
、

反
逆
罪
・
ス
パ
イ
行
為
罪
・
そ
の
他
国
防
へ
の
侵
害
行
為
の
み
を
対
象
に
し
て
い
る
。﹇con.20

﹈

　

審
査
中
の
法
律
四
条
の
規
定
の
第
二
の
影
響
は
、
刑
法
典
七
〇
条
か
ら
一
〇
三
条
に
よ
る
犯
罪
行
為
全
体
に
対
し
て
、
刑
事
訴
訟
法
典
七
〇
六
条
の

一
七
か
ら
七
〇
六
条
の
二
五
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
訴
追
・
予
審
・
裁
判
に
関
す
る
規
範
を
適
用
可
能
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。﹇con.21

﹈

こ
の
よ
う
に
、
憲
法
院
は
一
九
八
六
年
法
律
四
条
が
、
第
一
に
刑
法
典
上
の
国
家
安
全
に
対
す
る
罪
の
う
ち
、
特
別
裁
判
手
続
の
適
用
対

象
を
伝
統
的
な
国
家
安
全
に
対
す
る
罪
の
類
型
で
あ
る
七
〇
条
か
ら
八
五
条
を
対
象
に
し
て
い
た
も
の
か
ら
、
八
六
条
以
降
の
治
安
紊
乱

行
為
と
い
え
る
犯
罪
類
型
に
拡
大
し
た
こ
と
と
、
そ
の
特
別
裁
判
手
続
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
は
、
警
察
留

置
制
度
（régim

e de la garde à vue
）
の
適
用
（
七
〇
六
条
の
二
三
）
が
、
個
人
的
自
由
の
原
則
と
「
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
」
の
観
点
か

ら
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
憲
法
院
は
次
の
よ
う
に
判
示
す
る
。

　

上
述
し
た
通
り
、
事
実
、
事
情
、
個
人
に
応
じ
て
異
な
る
刑
事
手
続
規
範
を
定
め
る
こ
と
は
、
そ
の
差
異
が
不
当
な
差
別
か
ら
生
じ
る
も
の
で
な
く
、

裁
判
を
受
け
る
者
に
平
等
な
保
障
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
、
立
法
者
の
自
由
で
あ
る
。﹇con.23

﹈

　

普
通
法
の
適
用
除
外
し
た
構
成
や
手
続
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
立
法
者
に
よ
れ
ば
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
特
別
な
特
性
の
な
か
に
そ
の
正
当
化
を
見
出
す

が
、
そ
れ
ら
の
規
定
が
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
を
侵
害
す
る
こ
と
な
し
に
、
同
じ
特
性
を
示
さ
な
い
犯
罪
や
刑
事
訴
訟
法
典
新
七
〇
六
条
の
一
六
が
対

象
と
す
る
犯
罪
と
必
ず
し
も
関
連
し
な
い
犯
罪
行
為
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
…
（
中
略
）
…
刑
事
訴
訟
法
典
七
〇
二
条
を

改
正
す
る
法
律
四
条
は
憲
法
に
違
反
す
る
。﹇con.24

﹈

　

一
九
八
六
年
法
律
一
条
と
同
一
の
基
準
を
用
い
て
四
条
を
審
査
し
た
が
、
警
察
留
置
制
度
と
い
う
個
人
的
自
由
を
侵
害
す
る
制
度
が
、

「
威
嚇
ま
た
は
恐
怖
に
よ
っ
て
公
安
に
重
大
な
混
乱
を
与
え
る
目
的
を
も
つ
個
人
的
ま
た
は
集
団
的
計
画
が
関
係
す
る
」（
七
〇
六
条
の
一
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六
）
と
い
う
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
特
性
を
帯
び
な
い
犯
罪
行
為
ま
で
適
用
す
る
こ
と
、
い
わ
ば
、
過
剰
包
摂
が
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
の
観
点

か
ら
正
当
化
で
き
な
い
こ
と
を
憲
法
院
が
認
め
、
一
九
八
六
年
法
律
四
条
を
違
憲
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
Ｑ
Ｐ
Ｃ
導
入
前
の
フ
ラ
ン
ス

の
憲
法
院
判
決
の
論
理
が
他
国
の
憲
法
裁
判
の
も
の
と
比
べ
て
緻
密
さ
が
あ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
一
条
の
審
査
で
は
テ
ロ
犯
罪
に
つ

い
て
特
別
な
規
定
を
設
け
る
目
的
自
体
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
が
、
四
条
の
審
査
の
結
果
、
目
的
と
関
連
し
な
い
規
定
ま
で
包
摂
す
る
こ
と

に
違
憲
性
を
認
め
て
お
り
、
目
的
・
手
段
審
査
的
思
考
が
見
え
な
く
も
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
。
な
お
、
の
ち
に
相
対
的
に
精
緻
化
さ
れ
た

平
等
原
則
の
審
査
は
、
糠
塚
康
江
に
よ
れ
ば
、「
差
別
を
含
む
条
項
が
事
情
の
違
い
で
あ
ろ
う
と
、
一
般
的
利
益
で
あ
ろ
う
と
、
十
分
な

理
由
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
得
る
か
ど
う
か
が
探
求
さ
れ
る
」
第
一
の
段
階
と
、「
こ
の
取
扱
の
差
異
が
立
法
者
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
る

目
的
と
十
分
に
密
接
な
比
例
の
関
係
を
保
っ
て
い
る
か
否
か
が
探
求
さ
れ
る
」
第
二
の
段
階
と
い
う
二
段
階
か
ら
構
成
さ
れ
）
61
（
る
。

㈢　
「
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
」
の
憲
法
的
法
源

　

前
記
憲
法
院
判
決
で
は
、「
法
律
四
条
は
憲
法
に
違
反
す
る
」﹇con.24

﹈
と
い
う
記
述
に
と
ど
ま
り
、
判
決
中
に
ど
の
憲
法
規
定
に
反

し
て
い
る
か
の
言
及
が
な
く
、「
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
」
の
法
源
が
全
く
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
裁
判
の
前
の
平
等

原
則
」
が
憲
法
院
判
例
の
中
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
、
特
に
「
法
の
前
の
平
等
原
則
（principe de l

’égalité devant la justice

）

と
の
関
係
が
問
題
と
な
）
62
（

る
。

　

ま
ず
、
判
例
の
前
に
平
等
に
関
す
る
憲
法
法
源
は
、
一
九
五
八
年
憲
法
前
文
で
、「
一
九
四
六
年
憲
法
前
文
で
確
認
さ
れ
補
充
さ
れ
た

一
七
八
九
年
宣
言
が
定
め
る
人
権
」
を
言
及
す
る
こ
と
で
次
の
条
文
が
関
係
す
る
。
①
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
に
つ
い
て
は
、
一
条
（
一

般
的
な
平
等
）、
六
条
（
公
職
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
平
等
）、
一
三
条
（
公
租
賦
課
の
平
等
）
で
あ
る
。
②
一
九
四
六
年
憲
法
は
、
前
文
第
一
段
落

（
非
差
別
）、
第
三
段
落
（
女
性
・
男
性
間
の
平
等
）、
第
一
一
段
落
：
健
康
の
保
護
に
お
け
る
平
等
で
あ
る
。
③
一
九
五
八
年
憲
法
で
は
一

条
（
共
和
国
の
基
本
原
理
）、
二
条
四
項
（
共
和
国
の
標
語
、
す
な
わ
ち
、
自
由
・
平
等
・
博
愛
）、
三
条
三
項
（
平
等
選
）
63
（

挙
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
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憲
法
院
の
実
務
上
、
す
べ
て
が
法
源
と
し
て
援
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
人
権
宣
言
人
権
宣
言
六
条
・
一
三
条
、
一
九
五

八
年
憲
法
一
条
・
三
条
三
項
に
限
ら
れ
て
い
）
64
（

る
。

　
「
法
の
前
の
平
等
」
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
七
三
年
一
二
月
二
七
日
の
憲
法
院
判
決
、
い
わ
ゆ
る

「
職
権
課
税
判
決
」（Taxation d

’office

）
で
あ
）
65
（
る
。
こ
の
判
決
で
憲
法
院
は
、
一
部
の
納
税
者
に
「
関
係
す
る
行
政
当
局
の
職
権
課
税
決

定
に
対
す
る
反
証
を
呈
示
す
る
」
こ
と
を
禁
じ
た
立
法
規
定
が
「
一
七
八
九
年
の
人
権
宣
言
に
含
ま
れ
る
法
の
前
の
平
等
原
則
」
に
違
反

す
る
と
判
断
し
、
憲
法
院
判
決
の
中
で
初
め
て
平
等
原
則
の
法
源
と
し
て
人
権
宣
言
を
引
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
憲
法
院
判
決
中
に

「
裁
判
の
前
の
平
等
」
と
い
う
表
現
は
登
場
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
職
権
課
税
決
定
も
「
裁
判
の
前
の
平
等
」
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
ケ
ー
ス
と
主
張
す
る
論
者
も
い
る
。
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
メ
ラ
ン
・
ス
ク
ラ
マ
ニ
ア
ン
は
、
こ
の
判
決
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
価

す
る
。

　

こ
の
事
件
で
は
、
問
題
に
な
っ
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
く
裁
判
の
前
の
平
等
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
審
査
を
受
け
た
措
置
が
目
的
で
は
な
い
に
し
ろ
、

一
部
の
納
税
者
に
対
し
、
自
ら
に
不
利
益
と
な
る
税
務
行
政
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て
を
行
使
す
る
可
能
性
を
奪
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、

判
決
理
由
中
で
裁
判
官
に
唯
一
考
慮
さ
れ
た
《
法
の
前
の
平
等
原
則
》
を
介
し
て
、
憲
法
院
に
よ
っ
て
探
求
さ
れ
た
こ
と
は
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
裁

判
の
前
の
平
等
の
尊
重
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
）
66
（
る

　

も
っ
と
も
、
憲
法
院
が
明
確
に
「
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
」
に
言
及
し
、
そ
の
法
源
と
し
て
の
参
照
規
範
を
特
定
し
た
の
は
、
一
九
七

五
年
七
月
二
三
日
の
「
単
独
裁
判
官
判
）
67
（

決
」
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
大
審
裁
判
所
の
裁
判
長
が
軽
罪
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
事
件
の

裁
判
を
、
三
名
の
裁
判
官
か
ら
構
成
さ
れ
る
合
議
体
に
よ
る
裁
判
所
に
係
属
さ
せ
る
か
、
単
独
裁
判
官
（juge unique

）
に
係
属
さ
せ
る

か
を
自
由
裁
量
で
決
定
で
き
る
刑
事
訴
訟
法
典
の
改
正
の
憲
法
適
合
性
が
争
わ
れ
た
（
元
老
院
議
員
六
〇
名
に
よ
る
付
託
）。
憲
法
院
は
、
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「
憲
法
院
に
付
託
さ
れ
た
法
律
第
六
条
が
刑
事
訴
訟
法
典
三
九
八
条
の
一
を
改
正
す
る
こ
と
で
そ
の
よ
う
な
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ

り
、
特
に
刑
事
法
が
関
す
る
場
合
に
、
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
に
お
い
て
宣
言
さ
れ
、
憲
法
前
文
に
よ
っ
て
厳
粛
に
再
確
認
さ
れ
た
法
の

前
の
平
等
原
則
に
含
ま
れ
る
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
が
問
題
と
な
る
」﹇con.4

﹈、「
し
た
が
っ
て
、
こ
の
原
則
の
遵
守
す
る
こ
と
は
類
似

の
要
件
に
該
当
し
、
同
一
の
犯
罪
に
よ
っ
て
訴
追
さ
れ
た
市
民
が
、
異
な
る
規
範
に
従
っ
て
構
成
さ
れ
る
裁
判
権
に
よ
っ
て
裁
判
さ
れ
る

こ
と
を
妨
げ
る
」﹇con.5

﹈
と
し
て
憲
法
違
反
を
認
め
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
憲
法
院
は
「
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
」
が
一
七
八
九
年

人
権
宣
言
を
法
源
と
す
る
「
法
の
前
の
平
等
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
同
時
に
「
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
」
を
同
じ
一
七
八

九
年
人
権
宣
言
と
す
る
こ
と
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
法
源
の
明
示
化
に
つ
い
て
、
メ
ラ
ン
・
ス
ク
ラ
マ
ニ
ア
ン
は
そ
の
意
義
を
二
点
挙
げ
て
い
る
。
第
一
に
、
元
老
院
議
員
の
提
訴
理

由
で
は
、
司
法
組
織
に
関
す
る
一
七
九
〇
八
月
一
六
‐
二
四
日
法
律
一
六
条
（「
法
律
は
何
人
に
も
、
保
護
す
る
場
合
で
あ
ろ
う
と
、
罰
す
る
場

合
で
あ
ろ
う
と
、
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」）
に
由
来
す
る
「
裁
判
の
前
の
平
等
」
を
、
い
わ
ゆ
る
「
共
和
国
の
諸
法
律
に
よ
っ
て
認
め

ら
れ
た
基
本
的
諸
原
理
（principes fondam

entaux reconnus par les lois de la République

）」
の
侵
害
と
し
て
援
用
す
る
構
成
を
採
用
し

て
い
た
。
他
方
で
、
憲
法
院
は
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
と
直
接
関
連
付
け
る
こ
と
で
「
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
」
の
存
在
を
肯
定
し
た
の

で
あ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、「
憲
法
院
は
、
明
ら
か
に
平
等
原
則
の
裁
判
的
統
制
の
第
一
の
法
源
に
相
当
す
る
人
間
お
よ
び
市
民
の
諸

権
利
の
宣
言
へ
の
愛
着
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
共
和
国
の
諸
法
律
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
基
本
的
諸
原
則
が
結
局
は

《
憲
法
ブ
ロ
ッ
ク
》
の
《
周
辺
的
な
要
素
》
を
構
成
す
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
示
し
）
68
（

た
」
の
で
あ
り
、「
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
」
を
よ
り

明
確
で
核
心
に
あ
る
法
源
と
し
て
の
人
権
宣
言
に
求
め
た
の
で
あ
っ
）
69
（

た
。

　

第
二
の
意
義
は
、
憲
法
院
が
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
が
法
の
前
の
平
等
原
則
に
「
含
ま
れ
る
」
と
表
現
し
た
点
で
あ
る
。
メ
ラ
ン
・
ス

ク
ラ
マ
ニ
ア
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
「
法
の
前
の
平
等
原
則
が
全
く
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
お
よ
び
そ
の
指
摘
も
ま
た
、
こ
の
《
根
本
原
則
（principe-m

ère

）》
の
他
の
個
別
的
適
用
に
も
当
て
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は
ま
り
、
一
般
的
に
平
等
原
則
の
細
分
化
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
は
変
化
形
の
一
つ
で
は
な
く
、
個
別

領
域
、
す
な
わ
ち
裁
判
の
領
域
に
お
け
る
単
な
る
表
現
に
過
ぎ
な
）
70
（

い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
憲
法
院
は
単
独
裁
判
官
判
決
に
よ
っ
て
、
直
接
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
を
参
照
す
る
こ
と
で
「
裁
判
の
前
の
平

等
原
則
」
の
憲
法
規
範
性
を
認
め
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
、
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
の
「
法
の
前
の
平
等
」
の
一
表
現
に
す
ぎ
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
憲
法
三
四
条
の
法
律
事
項
と
し
て
、「
重
罪
お
よ
び
軽
罪
の
決
定
、
な
ら
び
に
そ
れ
ら
に
適
用
さ
れ
る
刑
罰
。
刑
事

訴
訟
手
続
。
大
赦
、
新
た
な
裁
判
制
度
の
創
設
お
よ
び
司
法
官
の
身
分
」
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、「
法
の
下
の
平
等
」
が
「
裁
判
の

前
の
平
等
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
）
71
（

う
。

四　

お
わ
り
に

　

最
後
に
、
本
稿
で
検
討
し
た
内
容
の
整
理
お
よ
び
若
干
の
補
足
、
そ
し
て
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。
ま
ず
、
第
五
共
和

制
の
下
で
は
多
種
多
様
な
裁
判
制
度
が
設
け
ら
れ
る
な
か
で
、
二
で
見
て
き
た
よ
う
な
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
の
処
理
と
い
う
特
殊
・
個

別
的
事
件
を
処
理
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
（
狭
義
の
）
例
外
裁
判
所
が
存
在
し
た
。
こ
の
よ
う
な
裁
判
制
度
の
創
設
は
例
外
状
況
の
理

論
に
よ
っ
て
正
当
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
長
谷
部
恭
男
は
、
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ニ
ザ
ー
ル
の
例
外
状
況
の
理
論
へ
の
批
判
的
な
研
究
に
つ
い

て
言
及
し
、
例
外
状
況
の
理
論
に
つ
い
て
、
ニ
ザ
ー
ル
が
「
議
会
制
定
法
を
中
核
と
す
る
法
治
主
義
の
体
系
と
並
行
す
る
別
箇
の
法
体

系

―
非
常
事
態
法
の
体
系
の
存
在
を
意
味
す
る
と
指
摘
」
し
、
ニ
ザ
ー
ル
に
と
っ
て
そ
れ
が
「
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
危
機
に

さ
ら
す
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
）
72
（
る
。
さ
ら
に
、
長
谷
部
は
、
ニ
ザ
ー
ル
が
そ
の
よ
う
な
法
理
を
認
め
る
か
否
か
は
、
個
人
主
義
と
国

家
理
性
（
レ
ゾ
ン
・
デ
タ
）
と
い
う
二
項
対
立
的
な
政
治
哲
学
の
領
域
に
属
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
に
対
し
、「
い
ず
れ
の
立
場
も
、
そ
れ

を
穿
け
ば
、
自
由
で
民
主
主
義
的
な
国
家
権
力
は
維
持
し
得
な
）
73
（
い
」
と
す
る
。
例
外
裁
判
所
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
政
治
司
法
も
ま
さ
に
そ
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の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
政
治
司
法
の
存
在
意
義
は
、
冒
頭
に
言
及
し
た
よ
う
に
君
主
制
に
お
け
る
主
観
的
な

レ
ゾ
ン
・
デ
タ
を
追
求
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
登
場
し
、
そ
れ
が
民
主
化
過
程
で
「
非
主
観
化
」
さ
れ
つ
つ
も
、
特
別
裁
判
所
と
い
う

形
式
で
、
統
治
の
技
法
の
一
つ
と
し
て
の
意
義
を
も
っ
て
い
）
74
（
た
。
そ
の
よ
う
な
政
治
司
法
も
、
法
治
主
義
や
平
等
原
則
の
観
点
か
ら
、
脱

政
治
化
が
求
め
ら
）
75
（
れ
、
法
へ
の
従
属
と
い
う
動
向
を
辿
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
）
76
（
る
。

　

長
谷
部
の
い
う
「
非
常
事
態
法
の
体
系
」
か
ら
外
れ
、
普
通
法
の
体
系
に
置
か
れ
た
裁
判
制
度
に
お
い
て
、
な
お
も
、
特
別
な
手
続
を

法
律
上
設
け
る
場
合
に
は
、
三
で
見
て
き
た
よ
う
に
憲
法
規
範
と
し
て
認
め
ら
れ
た
「
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
」
と
の
問
題
が
生
じ
る
こ

と
に
な
る
。
本
稿
は
「
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
」
に
照
ら
し
て
違
憲
判
決
を
下
し
た
一
九
八
六
年
九
月
三
日
判
決
を
扱
っ
た
が
、
他
に
も

議
員
の
付
託
に
よ
っ
て
刑
事
裁
判
の
特
別
規
定
が
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
が
違
反
し
な
い
か
ど
う
か
争
わ
れ
た
判
決
も
い
く
つ
か
存
在
し

て
い
）
77
（
る
。
こ
の
「
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
の
は
、
政
治
司
法
の
も
う
一
つ
の
側
面
で
あ
る
人
的
管
轄
上

の
特
権
、
と
り
わ
け
、
閣
僚
裁
判
権
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
三
年
憲
法
改
正
で
共
和
国
法
院
を
導
入
す
る
背
景
と
し
て
、「
法
の
前
の
平

等
」
や
「
裁
判
の
前
の
平
等
」
の
観
点
か
ら
高
等
法
院
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
）
78
（
る
。
あ
く
ま
で
憲
法
改
正
を
め
ぐ
る
憲
法
政
策

上
の
議
論
で
あ
る
が
、
結
局
、
普
通
法
を
逸
脱
す
る
裁
判
制
度
を
設
け
る
こ
と
は
常
に
「
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
」
の
観
点
か
ら
批
判
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
現
大
統
領
で
あ
る
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
マ
ク
ロ
ン
は
、
両
院
合
同
会
議
で
の
演
説
に
お
い
て
、
執
行
権
の

政
治
責
任
に
言
及
し
た
文
脈
で
例
外
裁
判
所
と
し
て
の
共
和
国
法
院
の
廃
止
を
望
ん
で
い
る
こ
と
を
表
明
し
）
79
（

た
。
今
後
、
閣
僚
裁
判
権
の

普
通
法
裁
判
所
の
従
属
と
、
そ
れ
に
伴
う
特
別
裁
判
手
続
の
制
定
が
実
現
す
れ
ば
、
本
稿
で
論
じ
た
問
題
が
生
ず
る
可
能
性
を
否
定
で
き

な
い
だ
ろ
う
。

　

今
回
の
検
討
で
は
、「
裁
判
の
前
の
平
等
原
則
」
に
よ
る
統
制
に
つ
い
て
扱
っ
た
が
、
よ
り
具
体
的
に
例
外
裁
判
所
や
特
別
裁
判
手
続

と
、
裁
判
を
受
け
る
権
利
、
公
平
性
や
独
立
性
と
の
関
係
と
い
っ
た
議
論
に
は
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
が
平
等
原
則
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
と
る
の
に
対
し
、
日
本
の
裁
判
員
裁
判
合
憲
判
決
に
お
い
て
は
、
憲
法
一
四
条
で
は
な
く
、
憲
法
三
二
条
の
「
裁
判
を
受
け
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る
権
利
」
や
三
七
条
の
「
公
平
な
裁
判
所
」
の
観
点
か
ら
の
審
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
は
憲
法
条
文
中
の
裁
判

所
に
関
す
る
規
定
の
多
寡
に
よ
る
も
の
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
論
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

﹇
付
記
﹈
本
研
究
は
平
成
二
九
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（JP16J05113

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）  

樋
口
陽
一
『
憲
法
（
第
三
版
）』（
創
文
社
、
二
〇
一
〇
年
）
四
〇
八
頁
。

（
2
）  

ま
た
最
近
で
は
、
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
設
置
法
（
平
成
一
六
年
六
月
一
八
日
法
律
第
一
一
九
号
）
に
よ
り
知
的
財
産
に
関
す
る
事
件
を
取
り

扱
う
特
別
の
支
部
と
し
て
、
東
京
高
等
裁
判
所
に
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
が
設
け
ら
れ
て
お
り
（
同
法
一
条
）、
ま
た
、
特
許
権
等
に
関
す
る
訴

え
の
第
一
審
、
そ
の
控
訴
が
提
起
さ
れ
た
東
京
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
当
該
控
訴
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
、
裁
判
所
法
一
八
条
二
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
決
定
に
よ
り
大
合
議
体
（
員
数
五
名
）
で
行
わ
れ
る
（
民
事
訴
訟
法
二
六
九
条
の
二
、
三
一
〇
条
の
二
）。

（
3
）  

最
大
判
平
成
二
三
年
一
一
月
一
六
日
刑
集
六
五
巻
八
号
一
二
八
五
頁
。

（
4
）  

こ
の
特
別
裁
判
所
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
、
河
原
畯
一
郎
の
指
摘
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
河
原
に
よ
れ
ば
、
権
利
請
願
以
来
非
常
裁
判

所
の
禁
止
が
登
場
し
た
が
、
そ
れ
が
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
で
、
例
外
裁
判
所
と
特
殊
裁
判
所
に
分
離
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
「
例
外
裁
判
所

（die Ausnahm
egerichte

）」
と
「
特
殊
裁
判
所
（die Sondergerichte

）」
の
区
分
す
る
基
準
は
諸
学
説
あ
る
も
の
の
、
通
説
と
し
て
「
特
殊

裁
判
所
は
そ
の
管
轄
権
が
抽
象
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
反
之
例
外
裁
判
所
は
、
個
々
の
特
定
の
歴
史
的
事
件
又
は
そ
の
多
数
を
裁

判
す
る
目
的
を
以
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
定
義
を
述
べ
て
い
る
。
河
原
「
裁
判
を
受
け
る
権
利
・
特
別
裁
判
所
及
び
行
政
的
最
終

性
の
問
題
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
七
号
（
一
九
五
五
年
）
六
―
一
八
頁
。

（
5
）  

笹
田
栄
司
「
第
76
条
」
芹
沢
斉
・
市
川
正
人
・
阪
口
正
二
郎
編
『
新
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
憲
法
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
年
）
四
〇

五
―
四
〇
六
頁
。

（
6
）  

中
村
義
孝
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
憲
法
史
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
登
場
し
た
の
は
一
七
九
九
年
憲
法
で
あ
る
が
当
初
は
政
府
の
諮
問
機
関
と

し
て
の
性
格
を
帯
び
て
お
り
（
五
二
条
）、
一
八
二
二
年
五
月
二
四
日
の
「
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
再
編
に
関
す
る
法
律
」
を
受
け
て
行
政
事
件

の
終
審
裁
判
所
と
な
っ
た
。
中
村
義
孝
「
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
制
度
（
一
）」
立
命
館
法
学
三
三
五
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
九
―
二
〇
頁
。

（
7
）  

拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
憲
法
に
お
け
る
閣
僚
裁
判
権

―
高
等
法
院
制
度
の
展
開
と
特
徴
」
法
学
政
治
学
論
究
一
〇
七
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
〇
一
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頁
以
下
。

（
8
）  

よ
り
詳
細
に
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
公
法
に
お
け
る
『
政
治
司
法
』
概
念
と
そ
の
変
容

―
統
治
機
構
に
お
け
る
政
治
と

司
法
の
交
錯
点
」
法
学
政
治
学
論
究
一
一
〇
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
七
一
頁
以
下
。

（
9
）  
現
行
の
高
等
法
院
の
法
的
性
格
も
議
論
の
余
地
が
あ
る
が
、
憲
法
六
八
条
を
施
行
す
る
た
め
の
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
四
日
の
組
織
法
律
の
事

前
審
査
で
あ
る
憲
法
院
判
決
で
は
両
院
合
同
会
議
と
同
じ
「
国
会
の
議
院
（assem

blée parlem
entaire

）」
と
し
て
の
地
位
を
認
め
て
い
る
。

CC, 19 novem
bre 2014, n

o 2014 -703 D
C.

（
10
）  

も
っ
と
も
、
人
的
管
轄
と
し
て
の
政
治
司
法
に
つ
い
て
も
、
第
五
共
和
制
憲
法
制
定
当
時
の
高
等
法
院
や
現
行
の
共
和
国
法
院
が
閣
僚
の
刑
事

責
任
の
性
質
決
定
を
普
通
法
の
定
義
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
は
部
分
的
な
法
化
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
オ
ラ
ン
ド
前

大
統
領
は
任
期
中
に
閣
僚
裁
判
権
で
あ
る
共
和
国
法
院
を
廃
止
し
、
パ
リ
大
審
裁
判
所
の
排
他
的
土
地
管
轄
に
移
行
さ
せ
る
憲
法
改
正
を
試
み
た

よ
う
に
、
普
通
法
裁
判
所
に
お
い
て
特
別
手
続
（
但
し
、
憲
法
規
定
を
含
む
）
に
よ
る
閣
僚
裁
判
が
実
現
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
及
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
11
）  

山
口
俊
夫
編
『
フ
ラ
ン
ス
法
辞
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
三
一
九
頁
。

（
12
）  

滝
沢
正
「
フ
ラ
ン
ス
の
特
別
裁
判
所
」
法
の
支
配
一
三
九
号
（
二
〇
〇
五
年
）
二
一
頁
。

（
13
）  

滝
沢
・
前
掲
注
（
12
）、
二
五
頁
。

（
14
）  Vanessa Codaccioni, Justice d

’exception ‒ L

’État face aux crim
es politiques et terroristes, CN

RS ED
ITIO

N
S, 2015, p. 31.

（
15
）  

前
掲
注
（
4
）
参
照
。

（
16
）  

合
囲
状
態
と
も
訳
さ
れ
る
。
近
藤
昭
三
「
第
五
共
和
国
に
お
け
る
非
常
大
権
に
つ
い
て
」
法
政
研
究
（
九
州
大
学
）
二
九
巻
一
―
三
号
（
一
九

六
三
年
）
二
二
六
頁
。

（
17
）  

二
〇
〇
四
年
一
二
月
二
〇
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
で
法
律
の
部
が
制
定
さ
れ
、
一
七
九
一
年
か
ら
存
在
す
る
法
規
の
法
典
化
が
試
み
ら
れ
た
。
矢

部
明
宏
「
フ
ラ
ン
ス
の
国
防
法
典
」
外
国
の
立
法
二
四
〇
（
二
〇
〇
九
年
）
一
六
九
頁
以
下
参
照
。

（
18
）  

な
お
、
現
行
で
は
軍
事
裁
判
に
関
す
る
一
般
的
な
法
典
と
し
て
、「
軍
事
裁
判
法
典
（Code de justice m

ilitaire

）」
が
存
在
す
る
。

（
19
）  Francis H

am
on et M

ichel Troper, D
roit Constitutionnel, 35

e éd., LG
D
J, 2014, pp. 543 -544.

（
20
）  

以
下
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
ギ
ー
・
ペ
ル
ヴ
ィ
エ
（
渡
邊
祥
子
訳
）『
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
―
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
主

義
と
民
族
の
解
放
』（
白
水
社
、
二
〇
一
二
年
）
に
依
拠
し
て
い
る
。
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（
21
）  D

écision du 27 avril 1961 instituant un H
aut Tribunal m

ilitaire.

（
22
）  D

écision du 3 m
ai 1961 instituant un tribunal m

ilitaire.
（
23
）  Codaccioni, op.cit., p. 42.

（
24
）  
一
九
六
一
年
一
月
八
日
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
民
族
自
決
に
関
す
る
国
民
投
票
。D

écret n
o 60 -1299 du 8 décem

bre 1960, D
écision n

o 
61 -4 REF du 14 janvier 1961.

（
25
）  JO

RF du 20 m
ars 1962, p. 3018 et s.

（
26
）  Loi n

o 62 -421 du 13 avril 1962 concernant les accords à établir et les m
esures à prendre au sujet de l

’Algérie sur la base des 
déclarations gouvernem

entales du 19 m
ars 1962.

（
27
）  O

rdonnance n
o 62 -618 du 1 juin 1962 IN

STITU
AN

T U
N
E CO

U
R M

ILITAIRE D
E JU

STICE.

（
28
）  Codaccioni op.cit., p. 44.

（
29
）  

例
外
状
況
／
非
常
事
態
の
理
論
に
つ
い
て
言
及
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
は
、
近
藤
昭
三
「《
紹
介
》
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ニ
ザ
ー
ル
著 

例
外
状
況
の

行
政
判
例
と
合
法
律
性
（
一
九
六
二
年
）」
法
政
研
究
（
九
州
大
学
）
三
〇
巻
二
号
（
一
九
六
三
年
）
六
三
頁
、
長
谷
部
恭
男
「
非
常
事
態
の
法

理
に
関
す
る
覚
書
」
同
『
憲
法
の
論
理
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
一
五
二
頁
以
下
（
初
出
、
宇
賀
克
也
・
交
告
尚
史
編
『
現
代
行
政
法
の
構

造
と
展
開
―
小
早
川
光
郎
先
生
古
稀
記
念
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
））
等
が
あ
る
。
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
学
書
の
翻
訳
書
と
し
て
、
ジ
ャ

ン
・
リ
ヴ
ェ
ロ
（
兼
子
仁
＝
磯
辺
力
＝
小
早
川
光
郎
編
訳
）『
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
）
九
一
頁
以
下
に
も
言
及

が
あ
る
。
近
藤
（
一
九
六
三
年
）
お
よ
び
兼
子
他
の
訳
は
「
例
外
状
況
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
長
谷
部
は
「
非
常
事
態
」
の
訳
を
あ
て
て
い
る
。

（
30
）  

リ
ヴ
ェ
ロ
・
前
掲
注
（
29
）、
九
二
頁
。

（
31
）  

近
藤
・
前
掲
注
（
29
）、
六
三
頁
。

（
32
）  Codaccioni, op.cit., pp. 43 -44.

（
33
）  Lucien N

izard, La Jurisprudence adm
inistrative des circonstances exceptionnelles et la légalité, LG
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